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　私はこの法会に参加しに来たので、皆さんと同じように、皆さん

の体験を聞いてみたいと思います。当時私がこの法会を開こうと提

案しました。なぜならば、全米の大法学習者の交流会を開いたこと

がないので、皆一緒にお互いに交流しあったほうがよいと思い、し

かも時機も熟しているからです。前回私がアメリカに来て説法して

から、今日まで既に一年が経ち、この一年の修煉を通じて皆さん

は向上しています。特に前回の説法を聞いた後、自分の向上に対し

てある程度の促進作用があると皆感じています。しかし、一体どの

くらい向上したのでしょうか？　やはり一度交流したほうがよいので

す。しかも大法を更に広めることに促進作用もあります。

　大法を広めることに言及しましたが、現在ある間違った認識があ

ります。先生が時間を大切に着実に修煉すべきだとおっしゃったの

で、何もせず時間を大切に着実に修煉しようと理解してしまった人

がいます。もちろん、常人の仕事をしなくなるということではありま

せん。常人の仕事と修煉の関係を皆さんは正しく扱うことができま

すが、大事なのは法を広めることに対して皆さんが重視していない
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ということです。皆さんは法を得ましたが、まだ法を得ていない人

がいます。実は皆さんに教えますが、今日の人類社会の中で人間に

なるべき人は一人もいません。どういう意味でしょうか？　私はこの

法を伝えるために、歴史の相当久しい年代に既に按排したのであっ

て、しかもこれほど大きな法を伝え、宇宙全体の法を伝えました。

この前、サンフランシスコで私が宇宙の構造について皆さんに話し

たので、多くの人は「なるほど、宇宙の構造はこういうものだ」とあ

る程度認識するようになりました。実は皆さんに教えますが、前回

私が皆さんに話した宇宙の構造という概念を皆さんはとてつもなく

大きいと思っていますが、その概念は天体の中でそれも一粒の塵埃

なのです。ですから、この宇宙がどれほど大きいのかを皆さん考

えてみてください。これほど大きい法が人類社会で伝えられ、一人

の人間を容れようと思えば、いとも簡単なことです。最も簡単な例

を挙げて説明しますが、溶鋼炉に木屑が落ちたら、瞬時に見えな

くなります。これほど大きな法をもって、あなたという一人の人間を

容れ、あなたの身体にある業力を滅し、良くない考えを消してあげ

るなどは、いとも簡単なことです。これほど大きな威力があるのに、

なぜこのようにしないのでしょうか？　常人社会でこのようにしては

ならず、それでは修煉も修煉としてみなされなくなり、造り直すとい

うことになるからです。つまり、あなたを完全に捨てて、もう一人の

人間を造るということになります。ですから、必ず自分で真に修煉し

て、はじめてあなた自身になることができます。しかし、修煉の中

で多くの心性上の関が現れ、また学習者の間には大法のことを良く
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するためにお互いに協調し合うことができないため、引き起こされた

トラブルなどの問題があります。これらは皆必然的なことであり、た

だ皆さんは認識していないだけです。

　ある法が伝え出されて、魔難がなく、後世の人に残す威徳がな

ければ、私に言わせると、それは邪法です。偉大だと思われる値

打ちはなく、喜びに値することはなく、後世の人に残す威徳もあり

ません。必ずそうなります。私が伝えたこの法をあなたは得て、修

煉することができますが、他の人がどのように修煉し、どのように

法を得るかも考えるべきです。先ほど私は人類社会の全ての人が人

間になるためにこの世に来たのではないと言いました。しかし、う

ぬぼれてはいけません。この法を得なければ、また元に戻るまで修

煉することができなければ、あなたは他でもなく人間であり、更に

堕ちていき、人間にも及ばなくなる可能性さえあります。ですから、

法を広めることの重要性を皆さんも認識しなければなりません。こ

のことについてはこれくらいにしましょう。

　多くの学習者は私に次元の高い話、新奇な話をして欲しいと思っ

ています。この心を取り除かなければ圓満成就することはできませ

ん。そうではありませんか？！　如何なる心も障碍なのです。今日

のこの社会の発展、その全過程は宇宙人に制御され、推し進めら

れているために生じたのであり、それによって発展してきたと私は

話したことがあります。今日これらのことについてもう一度話します。

もし私が中国の古代文化の言語で話せば、更に明白に説明するこ

とができますが、皆さんが現在それを聞いても理解できず、観念
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も現代人のものであるため、現代のこのような科学の知識と結びつ

けて説かなければなりません。実はそれは非常にレベルの低いこと

であり、その認識は非常に、非常に低いのです。いわゆる実証科

学は人間の目で見ることのできるこの物質空間だけに局限していま

すが、この空間は三界内の一つの空間にすぎません。三界内にど

れほどの次元の物質があるのでしょうか？　数え切れないほど多く

ありますが、人類はその中の一層だけなのです。あなたの目で見る

ことのできるのはこの一層だけであり、このような範囲内に局限さ

れています。この厖大な宇宙を人間の考えをもって量ろうとすれば、

それは永遠に量ることのできないことです。なぜなら、あなたの考

えはそれを容れることができないからです。とても高い境地まで至っ

たら、人類の言葉は宇宙の情況を言い表すことができず、そのよう

な言葉もなく、ひいてはそのような考えさえなく、何も説明すること

ができなくなります。ですから、次元の高い話をしようとしても、人

類の言葉で説明することのできるようなことではありません。皆さん

が修煉の過程で絶えず向上して、はじめて徐々に自分で理解し、悟

ることができます。この法を読む時、法はあなたに悟らせることが

できます。

　なぜこの法はこれほど大きな作用を果たすことができ、あなたに

それほど次元の高いことを分からせることができるのでしょうか？　

実は皆さんに教えますが、一冊の本、つまりごく普通の常人の本

は何枚かの紙が一緒に綴じられただけで、紙に活字があるだけで、

何の作用も果たすことができません。このような本は人類の最も簡
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単な道理、人類に分かっている道理を表現することができますが、

それだけにすぎません。もし『轉
ジュワンファールン

法輪』の背後にその内涵がなけ

れば、『轉法輪』もそれくらいのことしかできません。なぜ皆さんが

繰り返して『轉法輪』を読む時に、とてもとても次元の高い異なる

境地にある理を読み取り、悟ることができるのでしょうか？　つま

り、各文字の背後に無数に重なった佛、道、神がいて、数え切れ

ないほどいるからです。在席の皆さんがいくら高くまで修煉したとし

ても、あなたがいくら高くまで修煉したとしても、将来悟りを開いた

としても、あなたにはやはりその果てが見えないのです。この本に

従って修煉して、どこまで修煉することができるのでしょうか？　あ

なたが向上すべき時になると、この字の背後にいる佛、道、神はそ

れが見え、あなたがどの次元の理、どの次元まで至ったのかを知

り、この字またはこの一文の背後にある本当の内涵を分からせるの

です。あなたはかつ然として分かるようになります。実はあなたが賢

くなったからではなく、神が意図的にそれを悟らせたので、分かる

ようになったのです。しかし、ここに厳しい要求があります。その

境地まで修煉し、その境地に達していなければ、決してあなたにそ

の次元の理を分からせることはありません。その次元の理が分かっ

た時、あなたは既にその境地にいるのです。

　多くの学習者は修煉の中で自分の表面での向上が非常に遅いと

感じ、時々良くない考えと心が現れてくるので、とても焦っています。

実は皆さんに教えますが、焦る必要はありません。私たちの今日の

修煉形式は古来の全ての修煉形式と異なりますが、しかし同じとも
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言えます。異なると言ったのは、私たちは如何なる小法、小道の道

を歩んでいないからです。同じであると言ったのは、以前の全ての

古来の法は、今日私たちが伝えているこの宇宙大法の中の最も低く

て局部的な修煉形式にすぎないからです。もちろん、私たちは大法

を伝えており、その威力にしても、私たちが歩んだ道にしても、人

を済度する方式にしても、全て最も良いものを選びました。ですか

ら、この法はこれほど大きな作用を果たせないはずがあるでしょう

か？　先ほど私は本の背後に、これほど大きな内涵があるというこ

とについて話しました。

　私が皆さんに話したその佛、道、神は例え話ではなく、それは

本当の佛、道、神であり、この法の中に現れてきます。佛、道、

神にはそれほど大きな威力があり、彼らは字の背後にいるように見

えますが、大きくなるときは果てが見えないほど大きくなります。こ

れは彼らの役目であり、法の現れでもあります。ですから、この法

が一人の人間を容れるのはいとも簡単なことです。今まで全ての法、

全ての修煉形式は宇宙の洪大な法の中の低い次元での幾つかの形

式にすぎず、しかも比較的次元の低いものです。もし時間があれ

ば、後で皆さんにある一定の次元における宇宙の構造について話し

ます。

　まず、法の勉強の重要性について話します。つまり、法の勉強に

よってあなたが向上することができるのは、法の背後に内涵がある

からです。他の本を読む場合、なぜこの境地まで達することができ

ないのでしょうか？　この状態に達することができないのでしょう
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か？　その本の中に何もないからです。しかし、何もないということ

でもありません。人によってそれぞれの状態も違うからです。私が

いつも言っていますが、それらの良くない宗教の本、もちろん私が

指しているのは邪教や良くない宗教の本と良くない気功の本ですが、

手元に残してはいけません。なぜならば、その文字の背後にも幾ら

かのものがあり、それらのものが存在しています。しかし、それは

佛でも、道でも、神でもなく、憑き物や幽霊などのでたらめなもの

です。人間の身体は服のようであり、考えは帽子のように、誰かが

それを着たり被ったりすると、その人になります。なぜこのようにな

るのでしょうか？　人間はここまで弱くなり、誰もが人間を制御する

ことができ、妨害することができるからです。人間は気の毒ではあ

りませんか？　しかし、気の毒でも仕方がありません。人間が自ら

ここまで堕ちたからです。私たちの全ての人、在席の皆さんの法の

勉強も容易なことではありません。各種の妨害と邪魔があり、法を

勉強しようとすると仕事が忙しくなり、時間が足りない、などなどが

あります。それが一種の当たり前の現象だと皆さんは思っています

が、実は各方面からあなたを妨害し、あなたが法を得られないよう

にしています。この法が良くないと言っている人が確かにいますが、

このような人がどういう人なのか別として、彼の考えは彼のものでは

なく、別人になっているかもしれません。それらの良くないものがこ

の人を操ってこういうことを言わせているのです。このような人を私

たちは済度することができません。この人が自分自身ではないなら、

この人はまだ済度できるのでしょうか？　本人にこれほど悪い考え
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があるからこそ、利用されたのであって、直接大法を破壊する人を

済度することはできません。極めて悪くなり、完全に理性を失った

人もおり、悪いものに制御されて、そういうことを言ったりやったり

したのですが、これも自分自身が自らを主宰することができなくなっ

たからです。私たちの法は本人が分かっている中で修煉させている

ので、頭がしっかりしておらず、自ら進んで外来の意識に制御され

てしまうのであれば、私たちの法がなぜ悪いものに制御され得るの

でしょうか？　ですから、この法をこのような人に与えることはでき

ません。

　修煉の中では多くの困難に遭います。時に皆さんが修煉のときに

多くの苦を嘗めているのを見て、私もとても辛いのです！　学習者

が関を乗り越えることができなかった時、涙を流しながら辛そうに

私の写真を見て、難をもう少し消し、解脱させてほしいと心の中で

先生にお願いしていますが、その時の私の考えを知っているでしょ

うか？　この難をなくしてしまえば、あなたは向上する機会を失って

しまいます。何の難もなく、平穏にそれほど高い境地まで向上する

ことができるのでしょうか？　これは絶対許されないことです。皆

さんが知っているように、人間は生々世々において多くの業を造りま

した。イエスが言ったように、人間には罪があるのです。造ったこ

れらの業と罪を償わずに、天国に行きたいからといって、いきなり

これらの業と罪を投げ捨てて天国に行くことができるのでしょうか？　

皆さん考えてみてください。これは許されるのでしょうか？　絶対許

されません。ですから、必ず自分が造った借りを返し、これらの業
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力を消さなければなりません。業を消すと同時に、心性も高まらな

ければならず、それほどの高い境地に達して、はじめてそこまで昇

華することができます。私たちをそこまで昇華させてくれるのは他で

もなく法なのです。

　修煉の中であなたは多くの魔難にぶつかります。真面目に法を勉

強していれば、どんな難でも乗り越えることができます。真面目に

法を勉強していれば、心の中の解かすことができないしこりや、乗

り越えられないものは、全て法の中でその答えを見つけることがで

き、解かすことができます。どのように人間として振る舞い、天人

として振る舞うべきかがこの法に含まれており、更にどのように佛、

道、神ないし更に高い境地での神として振る舞うべきかも私が皆さ

んに教えたので、あなたの心のしこりを解かすことができないはず

があるでしょうか？　あなたの考えを開くことができないはずがある

でしょうか？　あなたの問題を解決することができないはずがある

でしょうか？　全てできます。多くの場合、私たちは長い生活の中

で、人類社会で各種の観念を形成し、それを放棄したくないので

す。それぞれの分野で何らかの成果や業績を収めたら、その業績

を手放さず、常人の中で学んだ、いわゆるあなたが正しいと思って

いる観念を抱いて放しませんが、多くの場合、これらのものが一部

の人を阻害しています。更に、多くの人々が常人の社会で染まった

習慣や、または処世術、人間として追求すべきものなどもあります。

これらのものは最も敏感で、刺激されたくないものです。それに触

れると、こういうものはすぐ承知しなくなり、法を学ぶことをやめて
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もいいというようになってしまいますが、これも仕方のないことです。

法を学ぶかどうかは自分で決めることであり、誰も如何なる人をも

強制的に学ばせてはいけません。

　法を勉強するとき、誰にも一つの障碍があります。大まかに、概

括的に話しますが、知識人が法を勉強するとき、現在の科学から

の障碍を受けています。この科学と一致していることなら、受け入

れますが、そうでなければ、受け入れられなくなります。このことは

知識人をひどく妨害しています。私が法を説くとき、なぜ現在の科

学と結びつけて話しているのか誰も知りません。なぜこのように話

さなければならないのでしょうか？　私はあなたのその殻、あなた

が法を得ることを妨害している殻を破りたいからです。各宗教から

影響を受けた人もいますが、彼の宗教の観念に符合しているなら良

いと言い、学びに来ますが、符合していなければ学ばないのです。

このような人を済度し、法を得てもらうために、私は宗教の中のこ

とや、宗教が腐敗堕落した過程とその形式についても話しました。

更に、普通の常人が常人社会で仕事を持っており、それを放下でき

ないため、私の法は最大限に常人に符合して修煉するようにとも言

いました。実は私は皆さんに妥協しているのではありません。この

法は確かに仕事をしながら修煉することができるようにしています。

他にも多くの情況があります。誰にも障碍があり、放下できない一

つもしくは多くの観念があります。人間にある如何なる観念も障碍

です。私は人類社会が今日まで発展したことによってもたらされた

輝かしい成果に反対しておらず、人類が今日まで発展したことによっ
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て人類社会で積んだ経験にも反対していません。しかし、皆さんに

教えますが、修煉者の皆さんは必ず考えの中からそれを放下しなけ

ればなりません。普通の常人なら、この輝かしい成果の中で、人

間の観念の中で生きていくことができますが、修煉者として、これ

らの後天的な観念を放下しなければなりません。つまり、私が言っ

た最大限に常人に符合して修煉するという道理です。常人の中で生

活しているため、常人と同じように仕事をし、勉強をすればよいの

ですが、人間の観念は放下しなければなりません。

　人間の観念を放下したら、物質が何もかもなくなるということで

はなく、和尚のように、修道士のようになるということではありませ

ん。私が皆さんを常人の中で修煉させているので、皆さんは常人

社会の状態に符合していなければなりません。つまり、あなたが本

当に放下したのはその心です。人間がどうしても放下できないのは

その心です。その心を本当に放下することができるようになった時、

あなたは何も失っていないということに気付くのです。大法を勉強し

ていること自体が福のあることなので、なぜ何かを失うことがあり

得るのでしょうか？　あなたがもし本当に何かを失ったら、それは

あなたが放下できないその心によってもたらされたことであり、いつ

もその心によって苦しめられていますが、このようにしてあなたにそ

の心を放下させているのです。本当にあなたに何かの危機が起きる

ことがありますが、この危機はあなたのその心を取り除くためです。

どうしてもその心を放さず、どうしても抱いていれば、どうなるので

しょうか？　対峙して解決されません。対峙していればいるほど、
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あなたの境遇、あなたの生活環境はますます悪くなります。本当に

その心を放下することができるようになった時、情況はすぐに変化

し、考えは直ちに楽になり、身体にも変化が起こり、全身が軽くな

ります。この時振り返ってみれば、あなたは何も失っておらず、しか

も本当に中国人が言った「柳暗花明又一村」のように、突然良いこ

とがまた舞い戻ってきます。

　しかし、このような良いことがまた舞い戻ってきた時、いくらお金

があっても、福が大きくても、困難が現れても、あなたは常人のよ

うに執着しなくなります。あなたは淡泊にこの全てを見ていますが、

全てを持つようになります。これは良いのではありませんか？　どう

しても苦しみながら現実に心酔して自分のお金や仕事、欲望を手に

掴んで放さず、そのため、食事も睡眠もろくにとれず、それでも失っ

てしまうのではないかと心配しており、このように生きていて楽しい

のでしょうか？　実は人間が放下できないのはその心です。人類社

会は人間が修煉しているからといって、人類社会の状態がなくなっ

てしまうようなことはありません。人類の生存状態は永遠に保たれ、

あなたの意思に関係なく、ここに存在しています。ただ常人はその

心を放下できないので、自分を辛く生きるようにさせているのです。

　もちろん、人間はとても複雑なのです。人それぞれの福はその人

の前世、前々世、ひいては更に久しい異なる生存時期と関係してい

ます。他の人が大会社の社長になっているのを見て、修煉すれば

自分もその人のように大会社の社長になるのではないか、放下すれ

ば自分もその人のようになるのではないかと考えてはいけません。や



13

はり違います。人類社会のように、それはあなた自身にあるものと

関係しているのです。今日修煉しており、これほどの福があります

が、修煉していなくてもあなたにやはり同じ福があります。どこに差

があるのでしょうか？　あなたの心がリラックスしているところに差

があります。修煉していない場合、あなたの心は緊張しているので

す。生きていくこと自体、既に疲れており、その上あなたの心も疲

れているので、あなたはろくに食事も睡眠もとれなくなります。です

から、あなたの身体はもちろん、疲れたり、衰えたり、悪化したり

して、常人のように多くの病気にかかってしまいます。逆に、あなた

がそれを放下することができれば、貧しくても平常心でいることが

でき、楽しく生きていくことができます。実は大法を学ぶことで貧し

くなることはありません。私からみれば、このようにしたほうが執着

しているよりましだと思います。しかし、人類の仕事をしなければな

らず、更に多くの人が修煉するようになり、皆仕事をしなくなれば、

これでは絶対いけません。ただ、私たちの心が如何にこの関係を扱

うかだけです。しかし、大法を学んでいれば、これは即ち福です。

常人の心が取り除かれてから、大法は弟子に福をもたらしますが、

これは決して大会社の社長になることに執着しているから得たもの

ではありません。

　また、法を勉強して問題にぶつかった時、解決できない問題に

ぶつかった時、いつも外に向けて求めてはならず、外に向けて探

さないでください。例えば、学習者の間、または責任者の間に何

か厄介なことが起きた時、あなたが正しいとか、あの人が間違っ
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ているとかとお互いに責め合っており、こういうことをやりだしたた

め、トラブルが起きて関係が悪くなりました。これは正しくありませ

ん。大法弟子にもしこの状態が現れ、心の中でこれらのことを不満

に思っている時、あなたの心はつまり常人の中にあります。どんな

問題にぶつかっても、法の中で答えを探し、自分をみるべきであり、

私のどこが間違ったのかと自分の心を見るべきです。今日突然起き

たこの問題に対して、私が間違ったのではないかとよく考えるべきで

す。

　トラブルに遭った時、本当に自分のことを探すことができる人が

どのくらいいるのでしょうか？！　もちろん、多くの人は異なる時期

でこのようにすることができますが、多くの異なる時期でこのように

することができませんでした。自分の本当の原因を見つけた時、逃

げずにそれに目を向け、それを認めることができる時、情況がすぐ

に変わるとあなたはきっと気付くのです。トラブルがなくなり、相手

はなぜかあなたとの間に何もなかったかのようになり、何のトラブル

もなかったかのようになります。なぜなら修煉者にとって、如何な

る偶然な機会も存在しておらず、如何なる偶然なこともあなたの修

煉の道を妨害してはいけないからです。

　出遭った全てのことは、即ちあなたが自分を修煉者とみなし、自

分自身のどこが間違ってしまい、正しくないのかを探すことができる

かどうかを試しているのです。つまり、あなたが自分を修煉者として

扱うことができるかどうかのことです。私のこの話を覚えておいてく

ださい。あなたがもし本当に自分を修煉者としてみなすことができ
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れば、何かの出来事、トラブル、あなたの機嫌を損なう出来事に

ぶつかった時、表面上にあなたが正しいかどうかにかかわらず、こ

の問題において気付きにくい自分の動機が間違ったのではないか、

と自分の原因を探さなければなりません。もし修煉する人が表面で

放下しているだけで、内心ではまだ何かを守り、固守していて、自

分の最も本質的な利益が傷つけられないようにしていれば、皆さん

に教えますが、これは偽りの修煉です！　自分の心を改めなけれ

ば、少しも向上することができず、これは自らを騙しているのです。

真に内心から向上することだけが、本当の向上なのです。ですから、

皆さんくれぐれも覚えておいてください。どんな出来事や厄介なこと、

不愉快なことに遭っても、または誰かと衝突した場合、必ず自分を

省みて、自分を探すべきです。このようにすれば、あなたは解決さ

れないその問題の原因を見つけることができます。多くの人が以前

の気功ブームの時に、自分自身の場が外まで影響することができる

と知っていましたが、実はそういうことではなく、自分が間違ってお

り、宇宙の特性にそぐわなくなったために、周りの全てがあなたと

協調しなくなったのです。このような関係です。自らそれと協調でき

るようにすれば、全ては順調になります。こういうことです。

　法の勉強の中でもう一つの問題があります。一部の学習者の学

法について言えば、精進していないといっても彼は本を読んでいま

すが、精進しているといっても、まだ一冊も本を読み終えておらず、

『轉法輪』をまだ読み終えていない人もいます。これを大したことが

ないと思わないでください。特に新しい学習者ですが、はじめて本
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を読む時に最後まで読むことができなかったら、それからは時間と

機会がなくなり、時間があっても、本を読むことを忘れてしまいま

す。なぜでしょうか？　誰にも思想業力があり、この思想業力は利

己的で良くないものだからです。あなたが学んでいるこの大法がこ

れほど正しくて良いものであり、大法に消滅されるのを見て、業力

自身は怖くなり、続けて学ばせず、本を読ませないようにしています。

途中で本を投げ出して、読まなくなったら、思想業力はあなたに続

けて本を読む機会がないようにし、再び大法の本と接触する機会

がないようにします。これがなぜ本を少し読んだ人が再び勉強する

機会を作ることができないかの原因です。ですから、一旦この本を

読み出したら、一回目は必ず最後まで読み終え、一気に読み通して

ください。一回目に読み終えたら、あなたは全ての良くない観念、

あなたの考えに作用することができる全てのものがほぼ消されたこ

とに気付くはずです。そして、続けて法を勉強する時に、この方面

の障碍は、もうなくなっています。ですから学習者、特に古い学習

者はこのことにくれぐれも気をつけるべきです。他の人に学んでもら

う時に（本人が読みたければの話ですが）、最後まで一回で読むよ

うにと教えてください。もし一回目の時、読み終えることができず、

続けて読もうとしない時、続けて読むように言えば、「私には時間が

ないので、少ししか読みませんでした」と彼はきっとそう言います。

実は彼はとても愚かな人です。私が既に言ったように、人間の身体

は衣服のようであり、誰かがそれを着たらその人になります。人間

の考えは帽子のようであり、誰かがそれを被ったらその人になりま
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す。口では時間がないと言っていますが、実はこれは業力が言った

話であり、彼に本を読ませないようにしています。彼にいろいろなこ

とがあるようにし、本を読むことを思い出させないようにしています。

これが法の勉強の中でよく現れる問題なので、くれぐれも気をつけ

てください。

　『轉法輪』は中国語の本以外、外国語の本の作用と中国語の本

の作用は全く同じです。しかし、ここであることに気をつけるべき

です。大法を他の言語に訳す学習者はいつも議論しがちで、ここに

この意味、あの意味がありますが、それを訳していないとか、この

言葉の訳が正しくないとか、あの言葉の意味が正しくないとか、い

つもこのように議論し、訳文を決めることができません。実は皆さ

んに教えますが、皆さんは間違ったのでしょうか？　間違ってはい

ませんが、間違ってもいます。なぜ間違っていないと言うのでしょう

か？　あなたが言ったその意味は確かにあなたが理解したことだか

らです。しかし、それは常人を超えているもので、活字になって紙

に残った内容は常人を超えてはいけないので、翻訳の時、最大限

に常人のこの境地での言葉の原義に合わせればよいのです。その

背後に内涵があり、あなたに道理を分からせるのは、文字の背後

にある要素が作用しているのです。これは翻訳する中でよくみられ

る問題です。

　学習者が絶えず向上するにつれ、もう一つの問題が現れてくるの

で、ここではっきりと説明しなければなりません。特に白人の弟子、

また他の人種の弟子のことですが、皆さんにあることについて話し
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たいと思います。大法を修煉するにつれ、多くの人にある光景が見

えてきます。つまり、学習者が修煉してできた身体の多くは佛家の

身体ではなく、道家や神の身体、白人の天国にいる神の形象をし

ている身体もあります。皆さんに教えますが、あなたはこの法門が

良い、あの法門が良いと思っていますが、それはあなたが常人の観

念から認識していることであり、上の次元ではこのように認識してい

ません。それでは、私たちの弟子の間になぜ異なる世界の身体の

形象をしている人がいるのでしょうか？　それは皆さんが異なるとこ

ろから来て、地球で異なる人種に生まれ変わったかもしれないから

です。しかし、あなたが高い次元から下りてきた生命であれば、本

質から言えば、あなたは絶対自分の元の世界に戻りたいと思ってい

ます。先生の世界に行きたいとあなたは今思っていますが、これは

あなたが人間の考えで思っていることです。ですから、私たちは皆

さんの現在の人間としての願いではなく、皆さんの当初の願い、即

ちこの法に同化して自らの元の世界に戻る願いを叶えられるように

保証することができます。私が伝えたこの法は佛家の基点から説い

たのですが、この法は宇宙全体の法であり、宇宙の異なる次元、

異なる境地、異なる単元世界にいる衆生の異なる次元の法理を含

んでいます。

　このことまで言及しましたが、ここでついでに他の角度から空間

について話します。先ほど人間が異なる空間と次元から来たと言い

ましたが、ついでにこの宇宙の構造について話します。私は話した

ことがありますが、この地球は宇宙のほぼ中心に位置しています。
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地球のような球体は他のところに僅かばかりありますが、私たちの

このところだけが中心に位置しています。中心に位置しているので、

それなりの特殊性があります。しかし、宇宙の中での概念を話し

ているのではありません。一般常人社会で常人が知識を学ぶとき、

中心が最高で、最も良いと皆思っています。しかし、皆さんに教え

ますが、宇宙という概念の中で、中心に位置している地球が最も良

くないのです。なぜでしょうか？　宇宙は丸いので、宇宙の異なる

生命は皆堕ちていく可能性があります。どこへ堕ちていくのでしょう

か？　宇宙は丸いので、この左側は上であり、下側も上ではありま

せんか？　この右側は上であり（手で指し示す）、後ろ側も上であり、

前側も上なので、良くない生命は下へ堕ちていくのですが、どこへ

堕ちていくのでしょうか？　中心へ堕ちていくのではありませんか？　

そうでしょう。しかし、宇宙はあまりにも複雑なので、また別の中

心の概念もあります。

　この宇宙にはこれほど多くの次元があります。例えば、ほぼ

三十億足らずの銀河系のような天体が一つの宇宙の範囲を構成して

おり、私たちは通常それを小宇宙と呼んでいます。更に、これ以外

に、約三千のこのような小宇宙があり、それらの間に相当な距離が

あります。普通の人間にはこの概念はありません。一般の神の概念

で考えてもこの距離は相当遠いものであり、お互いに見えないので

す。しかし、三千のこのような宇宙の外周に殻が存在しており、こ

れで第二層の宇宙を構成しています。このように進み、第二層の宇

宙の外にまた三千のこの大きさをしている宇宙が第三層の宇宙を構
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成しています。この数の概念は非常に大きいのです。一つの米粒で

一つの宇宙を表わすと、それは相当の倍数で増大されます。三千

個の米粒になると、テーブルと同じ大きさになり、ひいてはこれより

も大きくなりますが、三千個のテーブルの大きさになると、この劇場

は収容できなくなります。ですから、その倍数は相当大きいのです。

つまり、その体積、範囲は非常に大きいということです。

　しかし、この宇宙は私が皆さんに説いたとても簡単な概念にすぎ

ません。このような宇宙も一つの粒子とみなされています。実はそ

れは確かに一つの粒子であり、しかも宇宙の中の非常に小さい粒子

の形式です。しかし、これ以外に、天体全体の構成において、各

粒子の中にそれぞれの天体の異なる存在形式があり、天体の中に

更に異なる次元の天が存在しています。各粒子に異なる次元があり、

その中にいる生命にとってそれは異なる天であり、異なる次元の天

です。しかし、異なる次元の天にまた異なる神の世界が存在してお

り、その数は数え切れないほど多いのです。前回私がアメリカに来

てサンフランシスコで説法をした時、皆さんに説いたその概念は既

に非常に大きかったのです。私はどのくらいの次元を説いたのでしょ

うか？　私は最初八十一層の次元を説いて、その後千以上の次元

まで説きましたが、確かに非常に大きい範囲まで説きました。実は

皆さんに教えますが、私が皆さんに説いたその範囲は、皆さんが既

に不思議に思うほど大きいと感じていますが、実はそれも極めて小

さいのであって、遠く離れてそれを超えて振り返って見ると、それも

一粒の宇宙の塵埃にすぎません。この天体はこの程度まで大きい
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のです。

　しかし、皆さんに教えますが、地球を基点にして発展してきた（発

展してきたのではないのですが、他にそれを言い表す言葉がない

ので、人類の言葉で説くしかありません）、つまり、地球を基礎とし

たこのような世界は、このような連帯関係を持つものに対して発展

という言葉を使うしかありません。このように拡大していくと、発展

し拡大してそれほど厖大な天体まで大きくなりますが、それも一つ

の体系にすぎません。このような体系も計りしれないほどあり、人

類の数字で数えることができません。そして、それらの天体の中に

異なる生命がいて、お互いに遠く離れています。皆さん考えてみて

ください。つまり、この宇宙は人類の言葉でその大きさを言い表す

ことができないほど大きいのです。それらの生命の差異は相当大き

いのです。人類は自分たちが発展させたこの文明を素晴らしいと思

い、マンハッタンにある高層ビルが、全世界で最も多く高いと言っ

ており、現在の科学技術の発展に対して、人類はうぬぼれて、素晴

らしいと思っています。振り返ってみると、古代の人は現代人と比べ

られないと思っています。古代の人は馬車を御したり、馬車に乗っ

たりしていましたが、現代の人は車や列車、飛行機に乗っています。

人々は自分たちが非常に輝かしい発展を遂げたと思っています。実

は皆さんに教えますが、皆さんは異なる天体と異なる世界に由来を

持っています。人類社会が発展してきた全ては異なる天体、異な

る社会のものが人間の考えに残した痕跡であり、これは信息とも言

いますが、それに基づいて常人の中で最も粗い人類空間の物質で
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また造り出したのです。つまり、異なる宇宙空間に随分前から既に

あったのです。

　先ほど私は多くの人がはるか遠い空間からやって来たのだと話し

ました。それでは、皆さん考えてみてください。お互いの差異と特

性が相当大きいのであって、長い歳月の流れの中で、生命は絶え

ず悪くなった時（天上の言葉で話すと、良いか悪いかということは

ありません。彼らがいつも使っている言葉、使っている概念で言え

ば、つまり重くなったということです）、それが下へ沈むようになりま

す。下へ沈むようになったのは、それがそれほど純粋ではなくなり、

それほど軽やかではなくなり、それほど漂うことができなくなったか

ら、下へ沈んでしまいました。実は物質に変異が起き、つまり不純

になったからです。それが下へ沈んでいき、絶えず下へ沈んでいき

ます。今までのこの発展過程はつまりこういう過程でした。しかし、

それが非常に緩慢なので、人々は自分に変化があったと感じず、神

も自分に何の変化もないと感じています。なぜなら歳月があまりに

も長く、人間の時間では計算することができないからです。

　時間のことに言及しましたが、異なる空間に異なる時間がありま

す。その時間は非常に複雑で、時計の中に大きさの異なる歯車が

あるのと同じように、ほぼそれと同じです。実はこれより何億倍、

何兆倍も複雑なのです。人間の概念でそれを表現することができ

ず、つまりそれぞれの回転する回数と時間があり、このような異な

る差異を抱えながら、物質は下へ沈んでいきます。人間のところま

で来ると、人々は皆人間の考えがとても複雑だと思っています。実
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は皆さんに教えますが、人間の考えは確かにとても複雑です。なぜ

ならば、それは長い歳月を経て人間の所に至ったからです。長い歳

月の中でどの次元のものも、皆さんの生命の中に残されているので

す。人間の脳の七十パーセントは使えないと現在科学者に分かって

いますが、つまり人間の智慧を縮小したのです。もし人間の智慧を

全て開き、神のような大きな智慧を持つようになったら、あなたの

それらの複雑な考えは人類社会で大変なことを起こし、人類社会

にどういう変化が起きるか分かりません。ですから、この問題に触

れたので、ついでに言っておきますが、現在の人類のこのような発

展は良いことではありません。人間の貪欲はきりがないもので、高

い境地になってもあれこれを欲しがっており、更に上へと発展しよ

うと思っています。このようにするのは実は良いことではありません。

なぜでしょうか？　人間は人間の状態を超え、人間が知るべき全

てを超えた時、人類にとってそれは極めて危険なことです。人類の

智慧が封じられたのも人間に多くのことを知られてはならず、人間

にはそれほど大きな智慧が備わってはいけないからです。

　ここまで話したので、ついでにあることについて話します。皆さん

考えてみてください。私たち一人一人真剣に自分の考えに目を向けた

ら、考えが瞬時に変わってしまい、一秒の間に多くの考えが現れて

くることに気付きます。この考えがどこから来たものなのか、あなた

自身も分かりません。時に非常に奇怪な考えが現れてきますが、こ

れはあなたの生々世々にあった異なる観念であり、何かの出来事に

遭う時に、それが現れてくることがあります。しかし、誰にも私
し

の
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ため、自分の利益を守るために後天的に形成した観念があるため、

人間はますます悪くなりました。これが原因で人間は下へ堕ちてい

くしかなく、再び上へ昇ることができなくなりました。覚者、佛陀、

神が人間を済度しに来たのも、このことを目にしたからです。もちろ

ん、中に多くの複雑な要素があります。神は誰をも済度するという

わけではなく、皆自分の人を探して済度しています。ここで私はもう

一つの秘密を明かしました。つまり、私だけがこの全ての枠を破り、

全ての人を済度しています。先生が慈悲であり、私たちを済度して

いると言っている人がいますが、実は多くのことを皆さんは知っては

ならず、皆さんを済度するのがどれほど難しいか永遠に皆さんに知

られてはなりません。考えてみてください。皆さんのそれらの複雑

な観念は異なる次元の天、異なる世界と異なる境地のことに関わっ

ています。現在、中国にある言葉がありますが、幾らかのことを解

決する時（折り合いをつけることを「擺
バイピン

平」と言います）、あなたは

どのようにこれらのことを擺平するのでしょうか？

　皆人間を済度すると言っていますが、どのようにこれらの人を上

の次元まで済度するか誰にも分かりません。非常に難しいのです。

先ほど話しましたが、覚者は皆自分の人を探して済度しており、他

の覚者と関わらないように、できるだけ関わらないようにしています。

一旦関わってしまうと、その人を済度することができないだけではな

く、彼自身も厄介なことに巻き込まれます。なぜならば、この世界

はあまりに複雑であり、良し悪しの観念はある一定の次元において

皆変異してしまったからです。覚者に人間のこのような良し悪しの観
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念はありません。他の覚者のものと関わってしまうと、あなたはその

覚者の多くのことに関わってしまい、その世界まで変異が起こるな

どのことがあります。しかし、あなたはその責任を負うことができる

のでしょうか？　できません。無理にやってしまえば、悪事を働くこ

とになり、人を済度しても悪事を働くことになり、皆さんが想像して

いるようなことではありません。このことは非常に難しいのです。弟

子や学習者が一人増えると、私のほうにはその分の難しさが増えま

す。しかし、それでも私はやはり皆さんを済度し、済度できる人を

できる限り済度し、できるだけ済度しています。皆さんに簡単な例

を挙げて説明しますが、私があなたを済度しようとしている時、あ

なたは何かの宗教を信じているとしましょう。その宗教は昔とても正

しかったのですが、今は人を済度することができなくなり、一種の

政治的な形式になってしまいました。あなたを済度するために、こ

の宗教は人を済度することができなくなったと私はあなたに教えな

ければなりません。これで、その宗教に触れたことになるのではあ

りませんか？　このため、この宗教は阻害の作用を働き、破壊し、

ひいては各方面において悪事を働きます。これは簡単な例です。

　ここまで話しましたが、在席の皆さんは皆私の大法弟子なので、

以前の多くの宗教を邪なものだと言ってはいけません。佛教、キリ

スト教、カトリック教、ユダヤ教も含めて、他の幾つかの宗教が歴

史上正教だったと私は認めています。しかし、今日のこの歴史時期

に、今日の近代化された人間の観念をもつ社会において、人々は

人間の本質と古来の観念で既に宗教を理解することができなくなり
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ました。つまり、あなたの観念が宗教の原義と離れてしまい、宗教

を理解することができなくなったので、その宗教に済度されなくな

り、その宗教もあなたを構わなくなりました。一方、人々は宗教の

中で地位などを強調し、自画自賛し、人々に自分を信じさせ、お金

を出させています。このような人は名利を求め、ひいては政治屋に

なっています。それでは、皆さん考えてみてください。振り返ってみ

れば、この宗教はまだ正教なのでしょうか？　私は佛、道、神が

正しくないと言っているのではなく、私が言っているのはこの宗教で

す。宗教は人間が認めているもので、人間が造ったものです。神は

宗教を認めておらず、人間の心しか認めていません。あなたの目的

は佛の世界、イエスの世界に行くというところにありますが、あなた

がやっていることはそのためではありません。宗教全体がこのように

行なっていますが、この宗教は正しいと言えるのでしょうか？　言え

ないかもしれません。私は皆さんに対して責任を持たなければなら

ず、あなたにこのことを教えたのは、あなたが誤った方向に行かな

いようにしたいからです。人を済度することのできない宗教で、あな

たが誤った方向に行かないようにしています。

　今回、私は皆さんと同じようにこの法会に参加しに来たので、気

付いた問題があれば、それについて皆さんに話します。

　先ほど学習者の発表を聞いていた時、一部の人がいらいらしてお

り、学習者の発表を短くして私に話してもらいたいと思っているよう

です。私たちのこの法会は他でもなく、体験交流会なので、交流を

妨害してはいけません。説法したのは皆、目的があり、目的がある
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から説いたのです。幾つかの問題を皆さんにはっきり説いたら、皆

さんの向上に役立つと思ったからです。もちろん、修煉の過程で存

在している多くの問題についても、話さなければなりません。私は

再三言っていますが、全世界のどの地域の修煉も、中国のあの形

式でやらなければなりません。なぜでしょうか？　皆さんが知って

いるように、中国の社会は人を厳しく管理している社会だと言っても

よいのです。私たちがこの厳しい社会で順調に大法を伝えることが

できれば、将来の如何なる社会においても、この法は損失を蒙るこ

となく伝わっていくことができるはずです。つまり、法を伝えるこの

数年の間、この過程の中で行なうべきことを私は中国で学習者に全

て行なわせたのです。問題が現れたら、私はそれを正し、順調か

つ健全に発展させてきました。ですから、他の国、他の地域もこの

ように行なえば、この法の発展に紆余曲折が少なくなり、学習者が

受ける損失を少なくすることができます。他でもなくこの目的です。

　修煉はとても厳粛なことです。人類社会は今日まで発展してきま

したが、皆さんに教えますが、出来事の一つ一つも偶然なことでは

ありませんでした。私の目から見た人類社会の発展と、皆さんが見

ている人類社会の発展は全く異なっています。人間は皆自分の民

族、自分の地域、ひいては個人の利益のために物事を考えていま

す。このような基礎に立って考えていますが、それは皆人間の考え

です。私はこのように物事をみていません。私は歴史を分析し、人

類の発展の全過程をみていますが、皆さんのように認識しているの

ではありません。人間が物事をみる時、恐らく逆になっているかも
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しれません。なぜならば、人間が物事をみる時の出発点は、人間

の生活の中での幸せを求めるところにあり、神は人間がこの世で早

く業力を返し、自分の元のところに戻って幸せに生活させたいから

です。これは本質的な違いです。しかし、人間はどうしてもここで

気持ちよく暮らしたいと思っています。もちろん法を得ていない人

はこのように考えていますが、法を得たら、観念に変化が生じるの

で、全く違う考えになります。ですから、私はいつも言っています

が、人間が少しの苦を嘗めたり、魔難などを経験したりすることは

悪いことではなく、良いことなのです。なぜでしょうか？　人間は自

分を守ろうとしている時、皆「私」のためだからです。「私」のため

の願望から、苦を嘗めたくなく、幸せでいたいと思っています。し

かし、皆さん考えてみてください。人間は皆幸せになりたいと思って

おり、現在の多くの白人社会は、その生活レベルが確かに中国や

アジア地域の国より高いので、とても幸せだと思っていますが、実

は彼らには他の苦しみがあります。常人は生老病死の苦痛から離れ

ることができず、しかも各種の欲望が満たされていない時、情緒に

動かされ、その時の苦しみは更に凌ぎ難いものです。また、彼らは

人生の行方が分からず、何のために生きているのかを知らず、孤独

で寂しく生きています。凌ぎ難い寂しさは人間にとって最も危ういこ

とであり、修煉の中の最大の難でもあります。ですから、人間は苦

痛の中で生きており、各種の異なる環境の中で人々を修煉させ、向

上させることができるので、苦を嘗めたり幾らかの辛いことを経験し

たりすることは悪いことではありません。なぜなら、神の考えで言え
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ば、辛いことに遭った後、あなたの業力が滅されます。どんなに大

きな困難に遭っても、正しく対処すべきであり、穏やかな気持ちで

それに対処すべきです。私が話したように、他の人とぶつかったら、

内に向けて探し、自分の原因を探すべきであり、外に向けて探さな

いでください。このようにしていれば、あなたの心性は実は向上して

いるのです。

　以前私はあることを話したことがあります。これは修煉界の話で

すが、つまり、道を修めていませんが既に道の中にいるという人の

ことです。これはどういう意味なのでしょうか？　このような人は常

人社会での生活が清貧であるにもかかわらず、いつも厄介なことに

遭っています。しかし、厄介なことに遭っている時、人に善をもっ

て接し、自分の良くないところを探しており、このような人が本当の

意味の最も良い人です。もし、長期的にこのように続け、生命の最

後まで続けることができれば、この人は得道するのです。なぜ得道

することができるのでしょうか？　例えば、皆さんが知っているよう

に、西洋の宗教は私が今日皆さんに伝えているようなものではなく、

東洋のような修煉形式でもありません。西洋の宗教は信じることを

重んじています。主を信じ、イエス（キリスト）を信じ、神の言う通

りに行動することができれば、天国に行くことができます。こういう

道理です。

　もちろん、西洋の宗教も実は修煉なのです。なぜでしょうか？　

祈祷する時に、自分のどこが間違ったのかを話し、そして次回正し

く行ない、同じ過ちを繰り返さないようにします。このように徐々に
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正しく行なうようになり、ますます良くなり、更に良くなり、以前犯

した過ちを繰り返さないようにしています。これでこの人はますます

正しく行なうようになったのではありませんか？　これは心性を修め

る中で向上しているのではありませんか？　修煉は他でもなく人の

心を修煉することです。これでこの人の心は向上しているのではあり

ませんか？　このような向上はまさに修煉ではありませんか？　し

かし、西洋の修煉にはあるものが欠けています。私たちの修煉は性

と命が同時に向上しているのに対し、西洋の修煉は性だけを修め

ています。ですから、西洋の修煉をしている人が命の最期を迎えた

時、天に上る基準に達したかどうか、イエスキリストまたは彼らの天

主エホバが量るのです。基準に達していれば、神の体を与え、迎え

に来て、天まで連れて行きます。それに対し、私たち今日の修煉は

古来の東洋の修煉の特徴と似ています。心性が向上した時、あな

た自身の身体も変化しており、エネルギー物質によって身体が変え

られています。これは私たちの修煉の特徴です。

　昔、佛体を修煉すると言っており、つまり修煉している時、あな

たの境地が絶えず高まっている時、あなたの丹田のところに元嬰が

現れてきます。元嬰が絶えず大きくなっていき、元嬰の姿かたちが

見えるようになった時、それは小さい佛または道の子供であり、ま

すます大きくなっていきます。最後にあなたの身体と同じくらいの大

きさになった時、あなたの元々の肉体にとって代わります。佛教は

涅槃を重んじており、身体を持って行きません。肉体が脱落した時、

見える人は身体から佛が現れ、出て行ったのが見えます。東洋人と
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西洋人の考え方は違いますが、これは現在の東洋文化と西洋文化

の違いによるものです。はるか昔において、西洋に道を修める人も

おり、身体を修める人もいましたが、現在の西洋ではこのような修

煉は伝承が途絶えてしまいました。

　私はこの数年、色々なところへ行きました。オーストラリアの山の

中にも白人の神を見ました。これは地上の神の修煉の部類に属して

います。また、ヨーロッパのアルプス山脈とアメリカのロッキー山脈

で見たこともあります。私が言ったこのことを聞いて如何なる歓喜心

も起こさないでください。あなたがそこに行っても彼らを見つけるこ

とはできません。言い換えれば、彼らはあなたに会いに来る勇気も

ありません。なぜでしょうか？　皆さんが修めているのは大法であ

り、大法はこの上なく正しいのであり、この上なく正しいからです。

皆さんに教えますが、皆さん自身が大法のこの上ない正しさを感じ

ることができないのは、あなたの身体の表面の修煉が比較的ゆっ

くりと進んでいるからです。しかし、あなたの生命のミクロ的な物

質は修煉のとき非常に速く転化しています。なぜこれほど速く転化

するのでしょうか？　あなたの先天の源にある身体は元々天上にあ

るからです。しかし、この天の概念は皆さんが想像しているような

人類の距離の概念ではありません。皆さん考えてみてください。も

し火星から地球を見れば、地球は天上にあるのではありませんか？　

その通りです。あなたが指差しているこの一寸にもならない空間も

天ではありませんか？　それも天なのです。ですから皆さんが想像

しているような距離の概念の天ではありません。例えばマクロ物質



32

からミクロ物質まで、人体の細胞のように、細胞は分子からなって

おり、そして分子、原子、原子核、中性子、最後はクォークになっ

ても中性微子になっても、それはやはり非常に浅いレベルであり、

更にミクロ的なところがあります。人間の距離の概念でみれば、こ

れらの粒子はあなたの身体にあり、または身体以外の物体にあり、

たいして離れておらず、ほぼ同じところにあるようです。しかし、天

体の範囲は非常に大きいのであって、物質がミクロであればあるほ

ど、物質の粒子がミクロであればあるほどその全体の面積が大きく

なります。一つの粒子は非常に小さいのですが、無数の粒子で構

成された一つの全体であれば、非常に大きくなり、しかも、人間の

空間範囲を超えています。人間の空間は非常に大きく見えています

が、実はちっとも大きくはありません。

　学習者が修煉の中でどんなトラブルに遭っても、自分自身を探し、

自分から原因を探すことができれば、どんな問題でも解決されます。

問題に遭ったら、必ず内に向けて探してください。先ほど既に話し

ましたが、他の人があなたに何かをしたのではなく、あなたに良く

ないところがあるからです。例えば、一つの天体は全体的に非常に

順調ですが、あなたに良くないところがあり、あなたのところにこじ

れた問題があるから、あなたは他の人とぶつかったのです。自分の

原因を探し、問題を改めれば、こじれが消え、全てが順調になり、

周りの人もあなたと和むようになります。簡単な例を通じてこの道理

を説明しました。

　今日は法会のため、発表する学習者がいるので、明日また続け
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て話しましょう。明日は皆さんに続けて法を説いてから、皆さんの

質問にお答えします。

　私たちの修煉が容易いものではないと私は皆さんに話しました。

皆さんは多くの苦を嘗めましたが、正教または正法修煉だけが苦を

嘗めることがあります。もし順調に修煉し、何の魔難もなければ、

これは修煉とは言えず、人 を々圓満成就させることもできません。こ

れは絶対的な真理です。

　修煉ということに言及しましたので、ついでに今社会で出回って

いる様々な宗教について話します。しかし、私は明言しておきたい

のですが、私たち法
ファールンダーファー

輪大法は宗教ではなく、私は決して宗教をや

りません。私たち法輪大法は決して宗教ではありません。皆さんに

教えますが、法が社会で伝わっているため、それに相応し、この

宇宙のある次元に相生相克の理があります。つまり、私が正法を伝

えている時、それと同時に、邪法も現れてきます。これは相生相克

の理によってもたらされたことであり、人間がどの門に入るのか、何

を悟るのかを見ています。人間が自らここまで堕ちたので、人間に

この迷いの障碍を与えました。この迷いの状態の中で、あなたはま

だ正法を認識することができるかどうか、何を求めているのかを見

ており、これは非常に大事なことです。実は皆さんが法を得たのは

容易いことではありません。各方面においてどういう考えで、意識的

にまたは無意識的にどれほどの困難を排除したか分かりません。そ

れで、はじめて法を得ることができました。

　一部の邪教も伝わっており、全てのこれらの邪教が言っているの
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は世界の終末などのことです。もちろん、劫難が存在していると私

は言ったことがあり、佛教もこのように言っています。キリスト教、

カトリック教、道家もこのような考えを持っており、これは宇宙の発

展の規律です。しかし、決して邪悪な宗教が言っているようなこと

ではなく、しかも、ある一定の時期に確かにこのようなことが存在

していますが、解決できないことではないと私は見ています。私はこ

こで皆さんに厳粛に言いますが、一九九九年に起きるはずの地球

の災難や、宇宙の災難と滅亡などは全く存在しなくなりました。な

ぜ難が存在するのでしょうか？　皆さんにこの道理について話しま

す。人類の道徳が退廃し、物質まで腐敗し、つまり既に不純になり

ました。人類の文化は今日本当に滅茶苦茶になり、各種の文化が

混雑し、人種もますます混雑し、それによって人類は非常に危険

な境地にまで堕落しました。これは間違いのないことです。しかし、

私は既に話しましたが、人間がだめになったから難が現れたのです。

　なぜ災難が存在しなくなったのでしょうか？　中国で今一億の

人々が私たちの大法を学んでおり、全世界の各地にも多くの弟子が

この大法を学んでいるからです。既に相当多い人数になっています。

もし、これらの人が皆善に向かっており、修煉し、良い人として振

る舞い、これほど多くの良い人々がいれば、宇宙または地球が壊滅

してしまったら、これらの良い人をどうするのでしょうか？　こういう

道理ではありませんか？　悪くなったら壊滅してしまいますが、これ

ほど多くの良い人がいるのに、壊滅してよいのでしょうか？　つまり、

あの危険はもうありません。（拍手）　しかし、皆さんに言っておきま
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すが、皆さんがここに座っているのは大法を学びに来ているので、

私がこの問題に言及した以上、皆さんに更に詳しく話して、それら

の邪悪なものと混乱した考えを取り除いてあげたいと思います。

　皆さんが知っているように、私は法を伝えており、人を済度して

います。在席の皆さんは皆このことを信じていて、なぜなら、皆さ

んは自分の身をもって受益したからです。皆さんは確かに法から、

道理からこのことが分かったのです。しかし、皆さんに教えますが、

私はただ人を済度しに来ただけではありません。しかし、私が行

なっているこのことの中に、人を済度するということが含まれていま

す。次元の高い話をしていますが、在席の中に新しく入って来た人

がいるので、それを受け入れられないかもしれません。以前私はこ

のようなことを話したことがあります。宇宙全体が宇宙の特性（宇宙

の特性について私は『轉法輪』の中で既にはっきりと説明しました。

「真、善、忍」が宇宙の特性です）から外れ、不純になった時、

宇宙の中の衆生と全ての物質、生命が不純になった時、宇宙の特

性からずれてしまい、つまり法からずれました。宇宙の法は異なる

次元の生命に生活環境を切り開き、中の生命と物質は長い歳月の

中で不純になった時、その次元の法の要求と符合しなくなりました。

これがなぜ生命が下へ堕ちていくかの理由です。その次元の法の

要求と符合しなくなったため、下へ堕ちていき、悪くなればなるほ

ど下のほうへ堕ちていき、人間のところまで堕ちてきたのです。ここ

はまだ最後ではありません。

　それでは、もし物質に全体的に、広範囲にわたってこの問題が
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現れたら、非常に危険なことになり、しかも気付かれにくいのです。

私がこの法を伝えなければ、在席の皆さんがこの法を学びに来な

ければ、人類社会が既にここまで堕落したことが誰にも分かりませ

ん。皆さんはこの法を学んでこれが分かったので、人類社会を振り

返ってみると、人間が既にこの程度まで悪くなったと分かったので

す。ですから、今日私はこの法を皆さんに説きましたが、今までの

神さえこの法を知らなかったのです。宇宙に法があるのを衆生に知

られてはいけないからです。今までの神は宇宙に異なる次元と状態

の要求があると知っていただけで、具体的にそれがどういうものか

全く知りませんでした。そのため、長い宇宙の過程の中でみな徐々

に宇宙の法からずれてしまい、この過程に神たちも気づきませんで

した。ですから、私はこれほど大きなことをしています。私にはこの

ことをする理由がありますが、今それを明かすことはできません。

　私が言っているのは、私が行なっているこのことは人を済度する

だけでなく、法からずれた全ての生命、物質を全て正すということ

です（拍手）。このようにしなければ、天上のところまで危うくなり

ます。あなたがいくら良く修煉したとしても、あなたにとって安全な

ところはもうないため、このことをしなければなりません。このこと

がどれほど難しいか皆さんには分かりません。しかし、私がこのよ

うに話しても、このことをやり遂げられる他の一面を、皆さんは見る

ことができません。私はただ一人の人間の姿かたちであり、一人の

人間の形を備えている李洪志がここに座って皆さんに話しているの

で、皆さんは私を皆さんと同じような人間とみなしてよいのです。私
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が言っているのは人を驚愕させる話ではなく、私は法を説いている

だけで、この宇宙の理を皆さんに教えています。信じるかどうか、

修めることができるかどうか、それは皆さん自身のことです。

　ここまで話したので、ついでに皆さんに教えますが、この宇宙は

ほぼ正され終えました。人類、つまりこの最も表面にある物質だけ

がまだ終わっておらず、しかし、それも終わりに近づいています。

私の功はこの次元の物質が分裂し、爆発しないように、または他の

ことが起こらないように、完全に制御することができます（拍手）。

ですから、歴史上予言された現象は全く存在しなくなりました。も

ちろん、私は次のことも話したことがあります。つまり、私がこのこ

とをしていますが、もし何かを残そうとするなら、私はそれを良いも

のにしなければなりません。あたかも一つの腐ったリンゴのように、

既に腐ったのに、それでもこのリンゴを残すのであれば、悪事をし

ていると同じです。非常に高い境地の生命は人間をごみのように見

ており、彼らは人間を自分の同類とみなしていません。人間を残し

たいと思っていますが、なぜこのようにしなければならないのでしょ

うか？　人間を残したければ、人間を良くしなければなりません。

人間だけではなく、地球上の物質、植物、動物、多くのもの、全

てが含まれています。

　私が今日行なっているこのことは、全地球にいる人間や物質を全

て良くするということです。私にはこのことができます。植物や動物、

他の生物は法を認識する必要がないので、私は直接それらを良くす

ることができ、直接それらを造り直したり同化させたりすることがで
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きます。しかし、人間に限って言えば、地球上の全ての人間を全て

良くすることはもう不可能です。なぜ不可能なのでしょうか？　既に

法を知る資格がないほど悪くなった人がいるからです。たとえ法を

知っても彼には学ばせません。つまり、彼には既に法を学ぶ資格は

ないということです。このような人はかなりいて、相当多いのです。

どのようにしたらよいのでしょうか？　人類または地球に劫難が起こ

るなどのことを私は言ったことがありません。しかし、皆さんに教え

ますが、今社会に多くの治療できない病気があり、各種の自然災害

がありますが、これは偶然なことではありません。現在の科学は、

全ての物体が生きており、生命が存在する一面があることを認識で

きず、物体の表面の物理現象を解釈しているだけで、その生命の

一面が見えないので、人類に広範囲にわたる淘汰が現れます。こ

れは間違いのないことです。良くないものは言うまでもなく、淘汰さ

れます。人間の身体に新陳代謝があるのと同じように、良くないも

のは淘汰されます。このようなことがあります。

　実は、このようなことは歴代に存在しており、数千年来ずっとこの

ように起きています。人間は新旧の交代をしており、身体は新陳代

謝をしていますが、この地球も、この人類社会も同じように、生ま

れては、また無くなります。しかし、私が言っていることはもっと深

刻な問題であり、広範囲にわたってこのようなことが起きます。業

力が非常に重い人はこのまま生き続けることができなくなります。地

球を残したいのですが、どのように残すのでしょうか？　皆さんの

修煉と同じように、皆さんの身体を演化していると同時に、新しい
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地球をも造っています。新しい地球ができ上がったら、私たちは何

かの乗り物に乗って新しい地球に行くのではないかと考えている人

がいますが、これは人間の考えであり、人間の概念です。

　先ほど話しましたが、宇宙の全ての物質は皆ミクロ的な物質、ミ

クロ的な粒子で絶えず大きい粒子を構成し、今日私たち人間に見え

る細胞─分子という粒子まで構成しています。言い換えれば、分

子という粒子以下の全ての物質が既に更新され、表面のこの次元

の分子、ひいてはもっと表面にあるものだけがまだ更新されていま

せん。つまり、分子が構成した表面の下にあるミクロ的な粒子で構

成された部分において、地球は既に新しい地球になりました。この

次元の表面空間にある物質は、良い人のために残されているので

あって、良い人が新しい地球に入る時、知らないうちにある日突然

世界が変わったと感じ、またはある日の朝起きたら、世界の全てが

新しくなったと感じるのです。これ以外、人間は他の如何なる感覚

もないかもしれません。感覚から世界が変わったと感じるだけで、

如何なる震動もありません。

　なぜでしょうか？　物質のその表面の下の如何なる物質もミクロ

的な物質によって構成されたのであって、ミクロ的な物質が解体し

た時、表面の物質も解体して見えなくなります。その解体は、煙が

消え、雲が散ってしまうことと同じように、知らないうちに行なわれ

ました。その時、人間はまだもとの所にいますが、既に新しい地球

にいます。私がこのことを話した目的は、一つは、いわゆる劫難は

ないということ、もう一つは、良い人にならなければ危ないというこ
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とを皆さんに教えるためです。これは今日の人類に直接関わってい

ることであり、私たちの修煉の問題に関わっていることでもあります。

　ついでに言っておきますが、誰も私が話したことを新奇な話とし

ないでください。また断片から意味を解釈したり、歓喜心または各

種の執着心を抱いて勝手に広めたりもしないでください。弟子とし

て、皆さんはどのように行なうべきかを知っていますが、口の軽い

人がいます。続けて皆さんに話しますが、人間はなぜ人間のままな

のでしょうか？　なぜ人間は愚かだと言われているのでしょうか？　

一つは智慧が小さいからです。もう一つは、人間は何をしても手足

と体力を使わなければならず、苦労しなければならないからです。

それに対し、神は何かを行なう時、手足を使わず、考えるだけでで

きてしまいます。神は思いを巡らせばそれをやり遂げることができ

ます。神の功は極めてミクロ的な粒子から極めてマクロ的な粒子ま

で備わっており、それぞれの粒子は皆神本人の姿かたちをしていま

す。神の功に様々な大きさをしている粒子があるので、何かを形成

しようと思えば、その物体の最もミクロ的なところから各次元及び

表面まで、同時にその物体を造り上げるのです。神が思いを巡らせ

ている時、功は物体を無から有にし、非常に速い時間場でそれを

造り上げています。これはなぜ佛と神にこれほどの能力があるのか

ということの理由です。

　それに対し、人間は最も愚かであり、何かをしようとする時、体

力を使って労働しなければなりません。ビルを建てるには多くの人

が上に行ったり下に行ったりしなければなりませんが、あたかも数
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百個の分子が忙しく動いているかのようで、これは最も愚かな方法

です。佛は何かをしようとする時、人間のように人間のこのところの

時間を使って行なっているのではありません。佛は速度の最も速い

空間の時間で行なっています。ですから、この空間では非常に短

い一瞬の間にできてしまいますが、人類の時間場では一念ででき

たと感じられます。修煉して到達する次元が高ければ高いほど、能

力が強く、制御できる時空も多くなります。

　それでは皆さんの質問に答えます。

弟子：四歳の息子が先生の『轉法輪』と経文を読んだり暗記した

りするのがとても好きですが、動作は好きではありません。これは

修煉していると言えるでしょうか？

師：子供は大人と違います。子供は遊ぶのが好きで、これは子

供の天性であり、執着とは言えず、子供はこのように生活するもの

です。子供に法を学ばせ、勉強することができれば、これに越した

ことはありません。私は子供を見るのが大好きで、子供の考え、心

と体が本当に純粋で清らかだからです。子供が修煉すると、非常

に速く進みます。子供には人間が後天的に形成した如何なる執着も

ありません。法を聞く時に、遊びながら聞いている子供がいて、聞

いていないように見えますが、実は皆心に入りました。何かを聞か

れたら彼は何でも知っているのです。子供がもし煉功することがで

きれば、本当に良いことです。ただし、子供があまりに小さければ

煉功することができません。なぜなら、まだ子供だから遊びたがっ
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ています。子供に対しては別扱いをすべきです。

弟子：白人に法を広める時、イエスに対する信仰を放棄すること

のできない人がいますが、これは彼らが大法を修煉することにどの

ような影響があるのでしょうか？

師：私は不二法門を説いたことがありますが、専一に大法を修煉

することができなければ、大法の中で圓満成就することができませ

ん。先ほど既に話しましたが、全宇宙または大きい範囲が法からず

れてしまったので、この中に人間が含まれていないのでしょうか？　

宗教は人間がやったことではありませんか？　もし宇宙の衆生が法

からずれてしまったら、その生命の中に、人間がずっと信仰してい

る天国世界も含まれているのではありませんか？　もし、佛、道、

神の世界もその中に含まれていれば、皆さん考えてみてください。

これはどういう問題なのでしょうか？　当時、法を伝えていたイエス

にしても、釈迦牟尼、老子、エホバにしても、彼らが法を伝えてい

た時、宇宙の衆生と生命は随分前から既に宇宙の特性からずれて

しまっていたのです。

　最も分かりやすい言葉で例をあげて説明しましょう。佛の世界、

神の世界は金によって構成されています。しかし、長い歳月の中で、

それらが不純になった時、それは純金、百パーセントの金ではなく

なりましたが、まだ金によって構成されています。しかし、それは

18Kの金、16Kの金であり、今日法が正されたら、純金、百パー

セントの金、24Kの金になります。しかし、彼らが残した宗教また
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は修煉方法は、皆18Kの金、16Kの金の時に残されたのであっ

て、新しい神佛の世界の基準に達することができません。彼は再

び 24Kの純金の世界に戻ることができるのでしょうか？　一つの

分子でも戻ったら、その世界が不純になるため、あなたがその世界

を汚染することを許してはいけません。この道理ではありませんか？　

ですから、ついでに皆さんに教えますが、世界の今の全ての宗教

は全ての正教も含めて、それが佛によって伝えられたので、邪教だ

とは言えませんが、再び人間を圓満成就させることができません。

　どの宗教の中でも、修煉がいくら良くできていても、あなたはきっ

と当時佛陀またはイエスが伝えたものに従って修煉しており、いく

ら高く修煉しても、当時釈迦とイエスが伝えた最高の理に到達する

にすぎません。しかし、それは16K、18Kの金であり、純金の世

界に戻ることができるのでしょうか？　釈迦佛とイエスが良くないと

言っているのではなく、私が言っているのは、全宇宙の衆生が法か

らずれてしまい、彼らがその中の一人であるということです。つまり

こういう道理です。具体的なことについて触れませんが、とても大

きい問題なのです。しかし、人間はどうしても迷って悟らず、今見

えたものしか信じていません。人間にもう一つ非常に頑固な癖があ

り、つまり理性から問題をみるのではなく、感情から物事をみてい

るということです。古くから伝わってきたものを捨てることができず、

放棄することができません。これは彼らが感情からそれを放下する

ことができないのであって、理性をもって一体どれが正しいのかを

分析しているのではありません。
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弟子：白人に法を広める時、何に気をつけるべきなのでしょうか？

師：白人の思考方式は私たち黄色人種の思考方式とは違い、彼

らの特徴に配慮すべきです。複雑な中国の思考方式と言葉で、白

人を困らせないでください。これは難しいと彼がすぐ思ってしまえば、

良い効果が得られないと思います。ですから、白人に法を得てもら

うには、まず『法
ファールンゴン

輪功』（改訂版）を読ませ、読み終わったら、『轉

法輪』を読ませれば良いと私は思っています。これで彼は学びや

すくなります。すぐ『轉法輪』を読ませたら、多くの人が理解でき

ないため、止めてしまいがちです。もちろん、中に特別に良い人も

いて、読めばすぐ理解することができます。もう一つのことですが、

本を読み、はじめて本と接触した時、必ず一気に読み終えるように

してください。途中で止めたら、また時間を作って読むことは難しく

なります。本を読み、勉強するようにと勧めても、彼はきっと時間

がないと言うのです。皆そうです。実はそれは思想業力が彼にこれ

以上読ませないように阻止しており、彼の思想業力が恐れています。

この本を読むと、彼の思想業力を消滅することができるからです。

弟子：アメリカのラジオ局、テレビ局、新聞に大法を宣伝したこ

とがあり、何の反応もなかったのですが、引き続き努力すべきでしょ

うか？

師：ここで皆さんにもう一つの道理を教えなければなりません。

皆さんは私のいつものやり方を知っているかもしれません。私は如

何なる宗教形式をもとらず、常人の名簿に皆さんの名前を一つ一つ
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記録することもしていません。私たちは如何なる形式もなく、事務

所も何かの有形のものもありません。如何なる有形のものに対して

も人々は執着が生じるので、皆修煉ではありません。金銭、財物、

名利を放棄するだけのことではありません。ですから、皆さんに教

えますが、人類社会に伝えられた私たちの法は、とてつもなく大き

いので、相対的に言えば、これほど大きい法を伝えるために、それ

に対する要求も厳しくなります。私がなぜこの無形の道を歩んだの

か皆さんは分からないのですが、他でもなく、この法がこれほど大

きいからです。私たちが大道無形の道を歩んで、はじめてこの世で

の法の伝わり方に相応しくなります。以前多くの人が法を伝えに来

たのですが、佛であれ、西洋の神、イエス・キリスト、ひいてはエ

ホバであれ、彼らは皆人を集める方式をとりました。人間が悪いこ

とを学び、堕ちてしまうことを恐れ、人を集めて一緒に修煉させまし

た。釈迦牟尼は弟子の頭を丸刈りにし、袈裟を着せましたが、イエ

スの弟子は修道院に入っていました。皆さんに教えますが、彼らの

伝えた法は小さいので、このようにしなければ、弟子を済度するこ

とができなくなるからです。それに対し、今日私たちはこれほど厖

大な法を有しており、もちろん公にすることができます。あなたが何

をやっても良いのですが、人の心のみを見ています。私は大きな扉

を開いたと言っており、実は皆さんは知らないのですが、どこに門

があるのでしょうか？　全てが開かれており、人の心のみを見てい

ます。

　もし皆さんが異なる空間、世界から法を得に来たのであれば、あ
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なたの人間の一面の考えはそれを知らないのです。皆さんが自分の

世界に戻りたければ、皆さん考えてみてください。今までの方法と

宗教であなたは戻ることができるのでしょうか？　絶対戻ることが

できません。しかし、私たち今日のこの法は、全ての衆生をそれぞ

れ元の位置に戻すことができます。なぜなら、これは宇宙大法だか

らです。そこで、一つの要求があります。つまり、この法がこの世

で伝わる時、非常に正しく歩まなければならないということです。で

すから、皆さんに教えますが、私たちは最も正しく歩んでおり、人

間に名、利、情を放棄させました。私をはじめ、皆さんはこれらの

ものを放棄しました。これだけではなく、あなたが常人社会で修煉

することを要求しているため、常人社会の形式に符合し、常人社会

の形式を破壊してはいけません。

　更に、私たちは法を伝える中で、如何なる広告、テレビ、新聞の

宣伝もなく、私たちを大いに持ち上げるようなこともしていません。

以前説法した時、掲載された記事を読んでみたら、「李洪志が来た」

ということだけでした。極めて少数の学習者が大法を宣伝したこと

がありますが、それはその人個人の行為であり、個人が大法のため

に良いことをしようとしたのです。ですから、私たちの大法は如何な

る方法で大法を宣伝しても、皆自らに泥を塗ることになります。そ

のため、私たちはこのような道を採りませんでした。学習者でありな

がら、新聞社の記者または編集者であり、法を宣伝したいと思って

いれば、それはその学習者個人の行為です。私たちの大法はこのよ

うに要求したことはありません。個人による行為であり、その人がや
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りたいと思うのはその人の気持ちです。個人が良いことをしたいので

あって、法全体とは関係ありません。

　なぜこれほど多くの人が大法を学んでいるのでしょうか？　皆さ

んが知っているように、私たちの大法は素晴らしいのです。宇宙の

大法だから、良くないと言う人がいるでしょうか？！　いくら悪い人

であっても口では反対していますが、心の中では敬服しています。

なぜ口で反対しているのでしょうか？　もし周りの人がみな良い人に

なったら、自分が本当に淘汰されてしまうと分かっているからです。

ですから、皆さんがどのように行なうかのことに至っては、法を広

めることは皆さん個人の行為であり、大法自体に何の形式もありま

せん。私たちは本当の意味の大道無形という道を歩みました。

　皆さんが家に戻ると、社会の普通の一員になり、私たちは皆さん

の心のみを見ており、如何なる戒律も形式上の命令的な規定もあり

ません。今まで誰もがこの道を歩む勇気はありませんでした。皆家

に戻り、如何なる宗教的な形式もとらず、有為のことをしながら家

で修煉させれば、どの宗教も崩壊してしまうので、決してこのように

することができませんでした。なぜならば、法はそれほど大きくな

いからです。私たちはこのようにすることができます。皆さんが家に

戻って自分の仕事をし、生活に何の変化もありませんが、心に法が

あり、自ら修めており、真に向上しています。以前話したことがあり

ますが、佛と神は常人の宗教を見ておらず、宗教も認めていません。

彼らは人間の心だけを見ています。宗教が破壊された時、佛はなぜ

人間を止めなかったのでしょうか？　教会堂が壊された時、キリス
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トはなぜそれを止めなかったのでしょうか？　それは人間が行なっ

たことであり、人間が良いことをしようとし、人々にキリスト、佛を

信じて欲しいと思い、お寺や教会堂を作りました。これは人間が

とった形式です。佛、神が人間の心のみを見ているため、私たちは

如何なる形式もとっていません。

　以前話したことがありますが、政治に参与することは更にしては

いけません。絶対政治に参与してはいけません。人類社会の発展、

この国が良いか、あの国が良くないか、人間と人間との関係は、社

会の発展によって決められており、常人が人為的に阻止することの

できないことです。人間はその中で知恵を絞り、自分のために奮闘

し、研鑚を重ねるしかありません。しかし、天象がそこまで変化し

なければ、常人の誰もがそれを変えることはできません。人類の発

展は人類のために定めた道であり、どのように発展し前進するのか、

どんな動きにも少しのずれもありません。ですから、修煉者は常人

を超えているのです。どうして常人のことに構うのでしょうか？　宗

教の政治屋が独立や領土、地位のために政治に参与しており、ひ

いては殺人、テロ活動をやっています。これは邪悪であり、このよ

うな宗教家は私に言わせると、修煉の人ではありません。修煉の人

は常人の政治に参与せず、このような人は政治屋でしかあり得ませ

ん。佛、神が欲しいのは天国世界であり、なぜ人間の世界の何か

のために争うのでしょうか？　このような人が修煉者なのでしょう

か？　基準に達しているのでしょうか？　人間はこのような人を神と

して崇拝していますが、実は中に悪い人さえおり、地獄に堕ちるの
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です。

弟子：千万年来、人類社会の物質環境も思想業力を作る要素の

一つなのでしょうか？

師：もちろんそうです。この物質環境がなければ、業を造ること

ができません。現在の人類のこの環境がなければ、良いことも悪い

こともすることができません。この環境がなければ、人間になるこ

ともできません。これは間違いのないことです。しかし、人類社会

はその特殊性があるので、これからも存在しつづけなければなりま

せん。

弟子：アメリカ社会の魔性はアメリカ人が法を得ることの主な障

碍なのでしょうか？

師：このように言ってはいけません。私はアメリカの田舎や小さな

町に行った時、多くの善良な人々、善良な白人に会いました。全世

界の全ての大都市はとても乱れており、玉石混交し、良し悪しが区

別されていません。多くの場合、特別に良い人もいれば特別に悪い

人もいます。なぜならば、中に相生相克の理があるので、一概には

言えません。しかし、アメリカにはアメリカの特徴があり、全世界

に人間を変異させる現代的な考えをもたらしたことに大きな作用を

働きました。中に芸術、文化、観念など各領域、各方面が含まれ

ています。この現代的なものは変異した文化であり、人間の文化で

はありません。これは間違いのないことです。五十年代以前のアメ
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リカ文化は人間の文化だと思います。その時の人間はやさしかった

のです。白人の男性は紳士的で、とても上品でした。女性も女性ら

しかったのです。私はとても良いと思っています。現在、男性も女

性も同じ個性を持っているようです。もちろん、私はアメリカが良く

ないと言っているのではありません。

　先ほど話しましたが、私は人類の変化だけを言っています。今日

の東洋人も恐ろしいのであって、悪い考えを持っており、お互いに傷

つけ合っています。二人が会うと、口では何も言いませんが、既に

お互いを傷つけ合っています。人間にこのことが分かっておらず、こ

のことを考えもしませんでした。これは文化の歴史があまりに悠久で

あるため、生々世 そ々れぞれお互いに怨みがあるのかもしれません。

あまりにも長い間の恩と怨みがあり、会うと皆清算したいと思ってい

るので、お互いに傷つけ合っています。アメリカにいる中国人が団

結していないと皆さんは言っているのではありませんか？　皆さんは

表面だけを見ていますが、私は事の本当の原因を見ています。これ

が原因です。

弟子：魔性に妨害され、身体の周りまたは体内でむやみに動いて

いるものがあります。周りの人も顔が黒くなったり、黄色、緑、真っ

青な顔になったりして、魔のようになっています……

師：皆さんに教えますが、自分が大法を修煉しており、大法弟子

だと言っている人がいますが、あなたが本当に大法弟子かどうかは

私が見なければならず、あなたが口で言えばよいということではあり
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ません。私の弟子なら必ず真に修煉しなければならず、トラブルに

遭ったら自分の心を探し、自分の心に問題があったからそうなった

のではないかと考えなければなりません。本を一回読んで、自分が

大法を修煉していると言っている人がいます。このことに遭い、あ

のことに遭い、頭で常人のことばかり考えており、問題に遭ったら

相手と争い、トラブルに遭ったら相手のせいにし、自分の原因を探

そうとしません。あなたは私の弟子だと言っていますが、私はそれ

を認めておらず、全く違うことです。もちろん、私はこの質問を出し

た人について言っているのではありません。

　つまり、自分の心から問題を探すことができれば、どんな問題も

解決できます。以前自分で多くのでたらめなことを習った人は身体

の周りが乱れており、信息が乱れ、いつも恐ろしい光景を見ており、

また身体に恐ろしい反応が出ています。このために大法を学びに来

ました。大法の威力が非常に大きいと分かっているからです。しか

し、皆さんに教えますが、これは有為であり求めがあって法を得に

来ているので、これではいけません。法を得ることができません。

しかし、最初は法を認識していないため、この心があることに私た

ちは反対しません。しかし、一旦学んだら、これらの心を放棄しな

ければなりません。このようにすることができれば、どんな現象も

解決されます。私は道理を皆さんにはっきり説いたと思います。こ

の問題は『轉法輪』の中で非常にはっきりと説いたと思います。必

ず本を多く読み、法を多く読んでください。本を読めばこの問題は

解決されます。
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弟子：自分は善良だと思っていますが、なぜ師父が言っておられ

るような慈悲が出てこないのでしょうか？

師：とても良い質問を出しています。実はあなたが書いたこの質

問自体が執着の心によるものです。質問を出すことが執着心だと

言っているのではありません。あなたはあなたの慈悲に執着してい

ます。これはあなたが欲しければ出てくるものではありません。あ

なたの次元の向上につれ、皆さんの情が消された後、その部分は

空になるのではなく、慈悲によって代替されます。徐々に徐々に増

えていきます。しかし、ここに座っている私の弟子の中に、確かに

非常に高い次元まで修煉した人がいますが、なぜそれほどの深い

慈悲心がないのでしょうか？　実は神の慈悲と皆さんが今人間の考

えで想像している慈悲とは全く別のことです。以前このことについて

幾度となく皆さんに話したことがあります。あなたが常人の中で生き

ることができるように、あなたの表面があまりに特殊になってはなら

ず、本当にそれほど深い慈悲を表したら、常人の中で生きることが

できなくなります。ですから、あなたの慈悲、修煉によって出来上

がった全ては、皆あなたの生命の最もミクロな部分で急速に変化し

ており、表面と隔離されています。

　人間の生命は、ミクロの粒子が絶えず最大の粒子の表面の分子

まで構成し、分子が細胞を構成しているのです。あなたが絶えず

修煉することによって、あなたの身体の中の分子（私はこのように

表現するしかなく、人間の言葉に限りがあるからです）、生命のミク

ロの粒子まで、全て激しく変化しており、法の基準に近づいていま
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す。基準に達した部分は隔離され、でき上がっては隔離され、慈

悲まで隔離されました。倉庫のように、あなたのためにそれを貯蔵

し、あなたの修煉によってできた全てを貯蔵しています。もしあな

たの身体の表面の変化が速すぎれば、あなたはかえって修煉でき

なくなります。あなたは何を見ても泣きたくなります。どんな小さな

ことを行なっても、あなたが修煉してできたその部分が行なってい

ることになり、神が人間のことを行なっていることになります。悪い

ことをしても、神がやっていることになるので、次元が下がってしま

います。あなたが堕ちることなく、同時に常人の中で修煉しつづけ

ることができるようにするために、修煉して一部が基準に達したらす

ぐ隔離され、まだ基準に達していない部分、粗い顆粒と隔離され

てしまいます。基準に達したその部分は永遠に神の状態を保持し、

他の空間で坐禅して動こうとしません。まだ基準に達していない部

分は、永遠に人間と同じように常人の中で生活し、絶えず表面に向

かって修煉し、つまり絶えず自らを圓満させ、最も表面の分子まで

圓満され、同化され、基準に達し、最後の一歩は即ち圓満成就で

す。私たちはつまりこういう道を歩んでいます。

　このように修煉しても向上したと感じておらず、時に頭に良くない

考えが現れ、これはどういうことなのかと言う学習者がいます。焦

らないでください。表面にある人間としてのものが全て取り除かれ

たら、あなたは本当に修煉できなくなります。人間の考えがなけれ

ば、人間から反映された全ての考えを感じ取ることができます。現

代人の言っていること、行なっている、考えていることが皆自分の
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ためであり、ひいては非常に良くない考えさえあるので、あなたは耐

えられなくなります。どのように常人の中で生きていくのでしょうか？　

どのように相手と付き合うのでしょうか？　ですから、このようにし

てはいけません。表面において、例えば、身体の中の百の部分が

基準に達したら、表面においては一つの部分しか取り除くことがで

きません。ですから、あなたはずっと表面において進歩がそれほど

速くないと感じるでしょう。これは正常なことです。しかし、私がこ

のように言ったのを聞いて、「なるほど、こういうことだ。もう心配す

ることはない。やりたいことをやればいい」と思ってはいけません。

私が説いたのは法理であり、自らを厳しく要求し、基準に従って行

なわなければ、修煉しているとは言えません。つまりこういう関係で

す。

弟子：ちょっとでもうっかりすれば、自分の正体がばれてしまいま

す。

師：自分をあまり悪く言わないでください。実のところ、あなたは

修煉している人です。自分の足りないところを認識することができ、

既に以前の考えを超え、もともとの自分を超えたのです。常人は自

分の足りないところに気付くことができず、自分のどこも完璧で、ま

さに一輪の花のようだと思っています。そうではありませんか？　あ

なたは自らを修めることができ、自分を見つめ、自分の足りないと

ころに気付くことができ、これでも修煉者ではないと言うのでしょう

か？
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弟子：私は二つの大きな過ちを犯したことがあり、とても後悔し

ています。これは私の副意識が作用しているのでしょうか、それと

も私の信息が作用しているのでしょうか？

師：もし常人の中で何かを行ない、何かの良くないことを行なっ

たら、それを自分が行なったことではないと言ってはいけません。

主意識が行なったのか、それとも副意識が行なったのかも分けて

はいけません。なぜなら、あなたはこの全てと統一した一体だから

です。これらのことは思想業力が行なったとも言ってはいけません。

なぜならば、これはあなたの主意識がしっかりしていないから引き

起こされたことだからです。取り除かれるまで、あなたを妨害します。

業力が滅されていない時の表面の行為を皆自分だと思ってしまうこ

とがありますが、それを強く排斥し、はっきり区別し、主意識を強

くすべきです。これはまた別のことです。ですから、それを排斥し

なければ、行なった全てのことは、あなたがやったのだと言うしか

ありません。修煉とは、これらの良くないことを取り除くことであり、

同時に主意識を強めるのです。今までのことは修煉の中で考えない

ほうが良いのです。いくら悪かったとしても、既に過ぎたことです。

これから良く行なうようにすれば良いのです。執着にならないように

すべきです。

弟子：アメリカで開かれた何回かの法会を録画しましたが、国

外の親族にあげませんでした。これは先生の考えに反しているので

しょうか？
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師：皆さんに教えますが、私たちの大法の修煉方法は最も良い

道、最も純粋で清らかな道であると私は言っています。皆さんが

真に圓満成就できるようにするために、私は本当に皆さんに対して

責任を持たなければなりません。そのため、私は大法の中にあっ

て、大法修煉に属していないものを一掃しなければなりません。私

が言ったことであっても、一部の地域、ある国の弟子に言ったこと、

他の地域に適していないものも一掃しなければなりません。ある地

域で説いた普遍性のないことも一掃しなければなりません。その目

的は、皆さんが本当に修煉することができ、如何なる妨害をも受け

ないようにするためです。こういう目的です。

　現段階において、先生が今日ここで説かれたことを持ち帰って学

習者に見せたら、学習者が向上し、受益することができるのでは

ないかと言っている人がいます。録画したら録画したで良いのです。

しかし、歓喜心、興奮している心で、社会で広めないでください。

戻ったら煉功点の人、または自分の国の学習者に見せることをしては

いけないということではありません。しかし、どのようにこのことに

対処すべきなのでしょうか？　あなたは弟子なので、私は詳しく言う

必要はありません。見終えたら、または説法の本が出版されたら、

ビデオを消去すれば良いのです。勝手にコピーして他の人にあげた

り、流したり、または出版社や工場に大量生産してもらったりした

ら、最も悪いことをすることになります。私に言わせれば、大法弟

子としての基準に達していません。
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弟子：以前修煉を精進しておらず、色の関を何回か乗り越えるこ

とができませんでした。今改めたら、まだ私を見守ってくださるので

しょうか？

師：皆さんに教えますが、一回か二回くらいで関を乗り越えるこ

とができなければ、修煉できなくなるのではないかと思わないでく

ださい。修煉は実はこういうことであり、修煉が良くできた人はこの

関を乗り越えましたが、少し劣っている人はこの関を順調に乗り越

えることができず、ひいては乗り越えることができませんでした。し

かし、他の関は乗り越えることができました。このように良く行なっ

たり、行なわなかったり、しっかり乗り越えたり、乗り越えなかった

りしますが、これが即ち修煉です。誰もが全ての関を乗り越えるこ

とができれば、修煉する必要はなくなり、この場で皆佛になります。

こういう道理ではありませんか？　しかし、関をいつも乗り越えるこ

とができなければ、重視しなければなりません。長く続けば、修煉

していると言えますか？

弟子：『轉法輪』を勉強する前、私は気功で病気を治療すること

を職業としていました。法輪功を習ってから、既に止めました。今

漢方と針灸を習い、これを職業にしても良いのでしょうか？

師：全く問題ありません。漢方は人類社会の医療手段の一種で

あり、人間のもので、修煉と矛盾していません。気功で病気治療を

することはくれぐれもしないでください。漢方と針灸を学ぶのは問題

ありません。学んでも良いし、行なっても良いのです。
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弟子：私たちのところは学習者が少なく、しかも遠く離れて居住

しています。国内のような法を勉強する環境はありません。どのよう

にこういう環境を切り開くのでしょうか？

師：皆さん知っているでしょうか？　当時私は北京で法を伝えて

いた時、一期目は二百人余りしかいませんでしたが、現在一億人が

います。皆さんは法を他の人に教える義務があり、将来増えてくる

のではありませんか？　環境は自ら切り開くものであり、多くの人が

一緒に煉功することは確かに良いことです。お互いに切磋琢磨し、

促進し合い、一緒に修煉のことについて話し合うことによって、修

煉に対する信念を強めることができます。同時に集団で煉功する

時の場のエネルギーが非常に強く、確かに人々の修煉に有益なの

です。これは間違いのないことです。一人で修煉していると、忙しく

なったら、煉功を忘れてしまい、煉功の時間も決まっておらず、緩

んでしまいがちです。これは間違いのないことです。

弟子：なぜ私が見た他の空間の人は、皆西洋人の姿かたちをして

おり、中に羽のある天使もいるのでしょうか？　東洋人を見たことが

ありません。

師：見たら見たで、気にしないでください。あなたに明かしてし

まったら、他の執着と誤解が生じてしまうのではないかと心配して

います。我々の学習者で言えば、今のあなたは中国人、またはス

ウェーデン人、或いは他の白人種であるかもしれませんが、本来は

他の人種の人であるかもしれません。宇宙は余りに厖大です。修煉
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して成就したら、西洋人の神の世界に行くかもしれません。こうい

う情況かもしれませんが、私はきっとそうなるとは言っていません。

しかし、如何なる執着も起こさないでください。如何なる歓喜心と

誤解も持たないでください。これから佛家のものを修煉しないと

思ったら、それではいけません。私が今日皆さんに伝えた法を修煉

しなければ、その世界に行くことができません。先生が伝えている

のは佛家のものだから、明日からカトリック教にお祈りに行こうと思

えば、あなたは元のところに戻ることができなくなります。私は既に

言いましたが、私は佛家の基点に立っていますが、伝えているのは

宇宙の法です。宇宙の法の範囲に入っていない法門があるのでしょ

うか？　こういう道理です。法はますますはっきりと説かれています

が、皆さんの修煉に良くないかもしれません。これは皆あなたが自

分で修めるべきことで、自分で悟るべきものです。

弟子：家族にある功を練習しないようにと忠告しましたが、夜の

夢の中で自分を制御することができず、家族に灌頂されてしまい、

多くの良くないものが入ってきました。目が覚めると頭が痛くなり、

それ以降いつも頭が痛いのです。どのようにしたら良いのでしょう

か？

師：あなたは自分を制御することができず、つまり、灌頂された

時に、それに反対しなかったのです。反対しなかったら、つまりそ

れを受け入れたということです。あなたの一念の間違いで、灌頂さ

れることに同意してしまいました。教訓を覚えて次回しっかり制御で
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きるようにしてください。大丈夫です。今回は試練なのです。あな

たの頭痛という感覚は偽のものであり、悟性を高めなさいとあなた

を諭しています。夢の中の試練は修煉ではなく、この状態下であな

たの修煉がしっかりしているかどうかを試しています。こういうこと

です。もし夢の中でもしっかり制御することができれば、この問題

において、着実に修煉したことを物語っています。しかし、これは

今回の情況について言っているのですが、多くの夢は夢とは限りま

せん。魔が本当に来たら、このような情況ではなくなります。

弟子：先生はこの世界が汚いとおっしゃいましたが、この世界の

ものが他の空間にとって非常に貴重であるともおっしゃいました。

どのように理解すればよいでしょうか？

師：この世界のものをそのまま他の空間に持っていったら、誰も

要らないのです。これを最も汚いもの、便より汚いものとみなされ

てしまいます。本当にそうです。しかし、この世界の物質が演化の

過程を経て、その境地の物質になるまで昇華したら、非常に貴重な

ものになります。こういう関係です。つまり、一部の物質はこの世

界に由来を持っていますが、この世界の物質はまた上から堕ちてき

たものです。そういう関係です。天機を全て漏らしてしまいました。

弟子：元嬰出世まで修煉した時、天目で元嬰を見ることができま

す。中層の次元に入った基準とは何でしょうか？

師：以前の世間法の修煉方法の場合、それを見ることができま



61

す。以前道家は元嬰が七、八歳の子供になるまで修煉した時、元

神が中に入って元嬰を司るのです。元嬰が身体から出てくると、こ

れを元嬰出世と言います。元嬰は我慢することができず、とても興

奮しています。それが佛体であり、外に出て動いたり、遊んだりし

ます。元嬰が体内にいるのが見えても、外に出てきていなければ、

元嬰出世とは言えません。しかし、私たちの場合、外に出ることを

許しません。少なくとも現段階ではだめです。先ほど言いましたが、

この空間だけをまだ片付けておらず、ここはとても汚く、危険なの

です。高次元の空間を処理する過程で、高次元の空間から多くの

ものが逃げ込んで来ました。ひいては次元の高い非常に良くないも

のさえあります。町を歩いている人の中に、人間のように見えます

が、実は人間ではないものもいます。あなたに見ることができれば、

この世界にも宇宙人がたくさんいます。しかし、人間と同じ姿をして

おり、見分けることができません。これらのものを全て処理しなけ

ればなりません。

　中層の次元に入る基準はなんでしょうか？　あなたがどこまで修

めることができるか、あなたに分かりますか？　どこがあなたの中

層の次元なのでしょうか？　あなたの修煉を守るため、今このよう

に修煉させています。ですから、あなたはそれを知ることができず、

知ることも許されていません。一旦知ってしまえば、あなたの執着

心と歓喜心を起こしてしまい、どういう行動をするのかあなた自身

も分かりません。以前このように修煉した人の中の幾人かがだめに

なりました。ある日、突然自分の佛の姿かたちが見え、気功師に
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なりました。自分が佛だと思い、気功師になり、誰のことも認めな

くなり、先生のことまで認めなくなりました。心が動じないと言って

も、現在の状態下で、この環境を離れて何かを見た時、心が動じ

ないでいられますか？　ですから、皆さんがより速く向上できるよう

にするため、見させない人もいます。しかし、多くの人に見させてい

ます。それぞれの情況が違います。多くの弟子はもうすぐ圓満成就

し、実は既に圓満成就しましたが、動かないようにしています。し

かし、彼に多くのことが分かっており、私に話しかけたり、私を見

たら、交流したいと思っています。これは今までになかった現象で

あり、みなあり得なかったことです。つまり、私たちの弟子の修煉

が非常に速く進んでいるということです。

弟子：いつも威張っている弟子の様子を見ると、遠く離れたいと

思っています。これは正常な現象なのか、それとも修煉がよくでき

ていないからなのでしょうか？

師：正常な現象としか言えません。この執着心のある学習者が

確かにいます。他人が念を動かすことによって、引き起こされたその

人の執着心に、耐えることができない学習者がいます。特に新しい

学習者から反映されてくる考えが多いのです。しかし、このような

学習者の修煉が良くないと言っているのではなく、彼にまだ取り除

かれていない心が現れたからです。修煉はこういうことであり、他

の人に良くない心があるのを見て、その人が良くないと言ってはいけ

ません。また、あることが良く行なわれたら、このことをした人を高
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くまで修煉したとも言ってはいけません。全体から人を見ないといけ

ません。

弟子：先生は「道法」の経文の中で「人為的に魔を助長し」と

おっしゃいましたが、この「邪悪な魔」とは何でしょうか？

師：魔とは何でしょうか？　他でもなく魔です。この宇宙にもとも

と魔がいるのです。何を指しているかと言うならば、つまりこれを指

しています。主に心性または考えから魔性的なものが反映してきま

すが、つまり、この人にまだ魔性があるということです。学習者の

間に時にお互いに相手の魔になることがあります。他の人を邪魔して

しまうことがあります。しかし、この学習者が魔であると言ってはい

けません。この作用をしたとしか言えません。この人はとても素晴ら

しく修煉しているのかもしれません。ただ、このことをしっかり行な

うことができず、他人を邪魔してしまったのです。思想業力の重い

人もいて、「道法」という経文の中で指す魔は、法とあなたの修煉

を破壊するもので、この類いのものについては、私はあなたを守っ

てあげることができないということではありません。皆さんに教えま

すが、修煉の中で現れてきた全ての情況は皆あなたと関係がある

ので、あなた自らが修めなければなりません。

弟子：法を得た一面はどのように法を正すべきなのでしょうか？

師：あなたは「道法」について聞いています。ここで具体的に説

明しませんが、「道法」をどのように理解しても、ずれることはあり
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ません。ただあなたの理解の度合いに限りがあります。実は私は皆

さんの人間の一面だけに対して書いたのではなく、既に修煉してで

きたその一面のために書いたのです。ですから、理解できたところ

までで良いのです。

弟子：新疆の弟子は師父がいらっしゃることを期待しています。

師：私に来てほしいのですね。皆さんの気持ちはよく分かってい

ます。ありがとうございます。私に来てほしいところはたくさんありま

す。機縁によって決めましょう。

弟子：法を広めたいと強く思っていますが、良く行なうことができ

ず、自分の不注意で大法を破壊してしまうのではないかと心配して

います。どのようにすべきでしょうか？

師：法を学んだ自分の体験を話せば良いのです。法を自分の話と

して話してはならず、法を間違って理解し、それを話してしまうこと

をしないでください。自分の体験を話せば良いのです。大法を破壊

してしまうのではないかと心配していれば、次のように話せば良いの

です。つまり、あなたがこの法から何を会得したのか、それがどう

いうものなのかを話せば良いのです。更に、この法の中に非常に深

い内涵があり、これは私の今の境地で会得しただけだと付け加え

れば良いのです。これは大法を破壊しているのではありません。ま

たは先生はこのようにおっしゃったと言って、本人に認識してもらえ

ば良いのです。これは法を破壊しているのではありません。もし私
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が言ったことを自分の話として言ってしまったら、無意識のうちに良

くない作用をしてしまいます。時々、自分の観念を法の中に加えてし

まう人もいます。この話はこういう意味で、あの話はああいう意味だ

という情況です。このように解釈したら、大変なことになります。こ

れでは法を勝手に解釈することになるのではありませんか？　実は

法にとても深い内涵があり、彼には解釈することができません。法

の中にこのような内涵があると認識しましたが、中に更に深い内涵

があると話すしかありません。このように話すのは大丈夫です。

弟子：無為の状態を保ち、常人のことにむやみに関わるべきでは

ありませんが、しかし、また如何なる場合でも相手のために考えな

ければなりません。どのようにこの関係を扱うのでしょうか？

師：私は法の中である法理を説きました。つまり、誰もが自分の

心を修め、自分を良い人にし、更に良い人、ひいては高い境地の

基準に達する人にならなければなりません。問題が起きたら、自分

の心の中に向かって探し、出会った社会のあれこれのことにすべて

関わってしまえば、うまく処理できなかったり、間違って処理してし

まったりするかもしれません。ですからできるだけ介入せず、関わら

ないようにすべきです。昔の和尚はなぜ出家するのでしょうか？　

ひいては綿で耳を塞いで一日何も聞かず、何も聞こうとしません。

何かをしゃべってしまうのではないかと恐れ、口を塞いでしまいまし

た。良くないことを聞いたら、至るところで業を造っていると昔の和

尚は気付いたのです。
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　悪い人とはどういう人なのか、皆さん知っているでしょうか？　悪

い人はなぜ悪くなったのでしょうか？　頭の中に悪いものを多く入

れられ、学んだ悪いものが多すぎて、頭が悪いものでいっぱいであ

れば、このような人の表れがどのような表れであっても、悪い人で

す。これらの悪いものはどこから来たのでしょうか？　自分で聞い

たからではありませんか？　何も受け入れず、良くないものを聞き入

れず、見ても目に入らず、耳があっても聞こうとしません。良い人と

はどういう人なのでしょうか？　頭の中は良いものでいっぱいです。

このような人が良い人です。頭の中が良いものばかりであれば、行

なったことも基準に達するのです。人間の行動は皆脳に指揮されて

いるので、もちろん、良いことを行ないます。修煉者として、いつも

常人の中のことに関わりたいと思えば、因縁関係が見えなければ、

間違ってしまう恐れがあります。あなたの仕事なら、関わらないと

もちろんいけません。常人社会の中で誰かが他の人を蹴ったとか、

罵ったとか、二人の間にトラブルがあったり争いがあったりして、あ

なたが弱い人の味方になったら、これはすべきことではありません。

なぜでしょうか？　警察と責任者がいて、しかもあなたが関わった

ら、参与することになり、しかも、あなたの関わり方は正しくないか

もしれません。もし前世でその人が相手を蹴ったことがあれば、実

は今世でそれを返しているのです。あなたが関わってしまったこと

によって、返すことができなくなりました。人間の道理からみれば、

良いことをしたのですが、業を返すことを按排した神からみれば、

あなたは悪いことをしたのです。なぜなら、修煉者を常人の基準で
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量ってはいけないからです。つまりこういう意味です。これらの有為

のことをしないでください。

　それでは、如何なる場合でも相手のために考えるには、どのよ

うにしたら良いでしょうか？　私が最大限に常人社会に符合して修

煉すべきであると言ったので、人と接触し、中に利益が関わってき

ます。利己的で、どんなことでもまず自分を考え、相手を考えない

のであれば、私が思うにはそれではいけません。なぜなら、なんと

言っても、あなたは社会の人 と々接触しなければならないからです。

仕事の時、やる気がなさそうに、座っているだけで何もしようとしな

ければ、上司に首を切られると思います。人類社会の生存状態に

符合しなければならないからです。人と接触し、人々に善をもって

接し、何かをするときにまず相手を考えなければなりません。今社

会で商売をしている人は他人のお金を全て取ってきて、成金になり

たいのです。この点において、ヨーロッパの白人が商売をするとき

の心の状態は非常に良いと思います。彼らはそれを事業、仕事とし

てみており、力の及ぶ限りで努力しています。一日にお客さんが一人

しかいなくても、それが少ないとは思わず、これが仕事であり、生

活の一部として考えており、仕事をしていると思い、生活を維持す

ることができ、少し蓄えがあれば十分だと思っています。これは人

間のもつべき状態です。今の人々はすぐに大金持ちになりたいとい

う気持ちが非常に強いのです。この考えによって、人々はお互いに

傷つけ合うようになり、他人のお金を全て自分の懐に入れたいとい

う様になっています。他人は困るのではないですか？　他人も苦し



68

んでいるとなぜ考えないのでしょうか？　何かをするときに全く相手

のことを考えていません。これは今の人類社会の変異した人類の考

えです。何かをするとき、相手がそれに耐えることができるかどうか

を考えるべきであり、これが人間なのです。

弟子：師父、「取中」の一文の内涵をもう一度説いていただけな

いでしょうか？

師：学習者としてはっきり分かるべきは、人間の感情と考えで、

法を認識してはいけないことです。簡単に言えばこういう道理です。

今日ある人が私を取材しました。彼は例をあげて宇宙の中と外がど

ういう状態なのかを話しました。あなたが言ったその概念は、人間

の考えによるものだと私は答えました。この宇宙の中であなたが言っ

たような中と外はなく、この概念はありません。あなたが言ったの

は人間の思考と考えによるものだと答えました。つまり、人間の考え

を変える必要があります。普段の生活の中も、法に対する認識にお

いて、本当に人間の考えで対処してはならず、あなたが放棄できな

いそれらの人間のことを固守して法を認識してはいけません。「取中」

の表面的な意味はつまり、極端に走らないということです。

弟子：天上の大佛の威徳は皆彼らが自分で修煉してできたものだ

と先生はおっしゃいました。しかし、佛の世界では修煉がとても難

しいので、彼らは皆この世に戻って修煉しないといけないという意

味なのでしょうか？
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師：宇宙の中の生命の由来は二種類あります。一つは親から生ま

れるということです。もう一つは宇宙の物質が運動することによって

生じたのです。そこで生じた生命はその境地にいます。低次元のも

のに汚染されることはなく、低次元の基準で要求されることもあり

ません。彼は生まれた時からその境地の基準と一致しており、その

境地で生活しています。これ以外の生命は修煉によってその境地に

達したのです。私は修煉者の皆さんに修煉について主に説いていま

す。修煉によって上に上がった生命は宇宙の中で本当にわずかしか

ありません。多くの生命はその境地で生じたのです。

弟子：法を広める多くの学習者の熱心さにとても感動しています

が、私自身はとても無関心です。どのようにこの状態を変えること

ができるのでしょうか？

師：これについて私は特に要求はありません。学習者誰もがしな

ければならず、この法を他の人に伝えるべきだとは言っていません。

この熱心さがなく、法を得ても、他の人に伝えたくなければしなく

ても良いのです。どうしてもやらなければいけないということではあ

りません。あなたの間違いだとも言えません。しかし、弟子として

慈悲をもっているなら、他の人が苦しんでいるのを見れば、他の人

に伝えるべきです。他の人にいくら多くのお金を渡しても、どんなに

助けてあげても、法を伝えてあげることより役立つことはありませ

ん。これは最も良いことを行なっているからです。
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弟子：音楽テープを流さずに煉功する時、動作の速さは効果に

影響するのでしょうか？

師：いくら速くなっても速くなりすぎることはなく、いくら遅くなっ

ても遅くなりすぎることもありません。この速さに決まりはなく、ど

うしても私と同じでなければならないほど正確にすべきだということ

ではありません。こういうことではありません。私たちは機制を強め

ていますが、大体録音テープと一致していれば大丈夫です。皆さん

が一緒に煉功する時は、動作を同じにして揃えなければなりません。

弟子：元嬰は本人と同じ大きさまで成長したら、成長が止まって

しまうので、子供は大きくなってから修煉したほうが良いのでしょう

か？

師：人間はなぜ元嬰と比べられるのでしょうか？　元嬰そのもの

は修煉によってできたのです。今たくさんの子供が修煉しているの

ではありませんか？

弟子：他の人の考えがいつも私の頭に入ってきます。その人が眠

くなると、私も眠くなります。その人が怒ると、私も腹が立ちます。

師：これは修煉の中で現れた状態です。つまり、あなたの毛穴

が全て開かれ、外からの信息があなたに影響することがあります。

これは功能ではなく、修煉の過程の中の一種の状態にすぎません。

相手のどこかが痛くなると、あなたも痛くなり、相手の気分が悪くな

ると、あなたもそうなります。彼が喜ぶと、あなたも一緒に喜んでし
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まいます。実はこれはあなたの身体がすっかり通っている時に現れ

た状態です。しかし、この状態はすぐ過ぎてしまいます。あなたの

修煉が速くなればなるほど、この状態は速く終わってしまいます。

弟子：法を勉強して日がまだ浅い国内の学習者が亡くなったと聞

きました。亡くなる前に、ずっと薬を飲まなかったそうです。このよ

うな生死を恐れない人がなぜ亡くなったのでしょうか？

師：病気に罹っている人は心の中で私に病気を治してもらうため

に、薬を飲まないでいるのか、または自分を煉功者としてみなして

いるのか、表面から分かるのです。常人が重病に罹り、死んでも薬

を飲まなければ、この人は死なないのでしょうか？　もちろん、死

んでしまいます。死ぬべき人間だったら、死んでしまいます。彼は

常人なので、勝手に常人の命を延ばしてよいのでしょうか？　本人

は自分が煉功したと言っていますが、皆さん考えてみてください。

今日法輪功を煉功して、本を読んだら、それで大法弟子になったの

でしょうか？　精進しておらず、本当に私が教えた要求に従って行

なっていなければ、私の弟子であり得るのでしょうか？　あなたが

弟子かどうかは、私があなたを弟子として認めているかどうかによ

ります。つまり、あなたが弟子としての基準に達しているかどうかの

問題です。毎日の煉功は体操のようにやっており、本を読んでも、

頭の中に入っておらず、精進もしていません。また、本に書かれた

要求に従って行なっていなければ、私の弟子であり得るのでしょう

か？　このような人は常人のままではありませんか？　常人は病気
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にかかったら、川で溺れた人は藁をも掴むような気持ちです。私が

人の病業を取り除くことができ、この功が業を滅しているとき薬を

飲まないのだと知り、彼も煉功をし、煉功すれば薬を飲まなくても

病気が治り、これで死ななくなると勘違いしています。彼は常人のま

まであり、更にこれほど強い執着を持っており、彼は死なないわけ

があるでしょうか？

　大法は厳粛であり、修煉は厳粛なのです。終わるべき人の命を

勝手に延ばし、軽 し々く常人を佛にし、圓満成就させ、これはやっ

ても良いのでしょうか？！　自分の心を修め、更に心が根本から変

わらなければ、それも修煉しているとは言えません。表面では良く

行なっていても、内心で少しでも自分に執着していれば、基準に達

したとは言えません。なぜならば、最も厳粛なことであり、本質か

ら本当に変化しなければなりません。皆さんが知っているように、

法輪功を煉功している人がたくさんいて、中に癌やその他の重病に

罹った人が皆治りました。その数は相当多いのです。これは私が言

わなくても、学習者は皆知っています。

　癌や他の重病に罹った危篤状態の人が法輪功を習いに来ました

が、やはり死んでしまいました。なぜでしょうか？　口では法輪功

をやっていると言っていますが、考えの中で自分の病気を全く放棄

していません。それで、彼は一生懸命法輪功をやっており、薬を飲

まないようにと私たちに言っており、病気に対する執着を放棄しな

さいとも私たちに教えました。しかも、私たちの法の勉強を手伝っ

たりしているのに、と思う人がいます。しかし、彼自身は病気に対



73

する執着を放棄しているとは限りません。彼が心の中で何を考えて

いるのか分かりません。これほど複雑なのです。他の人に放下する

ようにと言っていますが、先生にそれが聞こえると分かっています。

先生に聞かせるために言ったのです。はっきり言えば、彼は先生を

騙しています。私がこれらのことをやれば、先生は必ず私を守って

くれます。私は本を読んでおり、煉功もしています。他の人に修煉

するようにと教えています。先生は必ず私の病気を取り除いてくださ

る、と考えており、これが彼の本当の目的です。ですから、表面で

は彼は薬を飲まず、口でもこのように言っており、表面では私の煉

功に対する要求に従ってやっていますが、実質上煉功者としての基

準に真に到達していません。このようにすれば、師父は必ず私の病

気を取り除いてくださる、と心の中でそう思っています。心の中でま

だこのように考えています。しかし、根本的な問題は、師父に病気

を治してもらいたいという考えが取り除かれていないということです。

やはり心の中にあり、隠しているのではありませんか？　それでは、

表面で人を騙しているのではありませんか？　私を騙しているので

しょうか？　実は自分自身を騙しています。それなら、病気が治る

はずがあるでしょうか？

　しかし、往々にして重病に罹った人に私たちは皆機会を与えてい

ます。幾度となく時間を延ばしています。病院から宣告された余命

の時間はとっくに過ぎてしまい、半年、一年、何年も過ぎましたが、

まだ機会を与え、その心を取り除くのを待っています。しかし、彼

はどうしてもそれを取り除こうとしません。口では言いませんが、心
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の中で「私は法輪功を煉功したので、病気はもうないでしょう。法

輪功をやったから、病気は治ったかもしれません」といつも不安に

思っています。彼は自分が病気を全く考えない修煉弟子としてみな

していません。私は皆さんに対して何の要求もなく、全て開いてお

り、人心だけを見ているとまで言いました。人心まで見なくなった

ら、皆さんを済度することができるのでしょうか？　実は、どの法

門で修煉していても、心を変えなければなりません。私たちは人心

をまっすぐに指しているだけです。

弟子：法を勉強すればするほど、法の力が無辺であると感じて

います。全てが無辺の中にあり、果てを感じ取ることができません。

これはどういうことなのか、先生にご教示願います。

師：「全てが無辺の中にある」、これも一種の試練です。圓満成

就が近づいてきたと感じたら、こういう感覚はなくなります。あなた

のこの感覚はとても良いのです。どんな感覚があっても気にしない

でください。非常に速く向上し昇華するときがあります。しかし、一

旦三界のこの部分の身体に入ると、向上が非常に難しくなります。

一歩前進させるのも非常に難しいのです。どうしても人間の観念を

放棄したくないと思ってしまうほど難しいのです。これは私が見た一

つの情況です。

弟子：先生はいつも時間が迫ってきているとおっしゃっています

が、大法が将来この世で広く長く伝わるともおっしゃっています。こ
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れは矛盾しているのでしょうか？

師：確かに私は時間が迫ってきていると言いました。私が人間を

済度しているだけではなく、皆さんが圓満成就した後、私には他に

やることがあると言いました。それは皆さんに教えることができま

せん。私はこの世で法を長く伝えることができません。私は時間が

迫ってきていると言っています。速く修煉してください。私が言った

話を曲解しないでください。現在のそれらの邪悪な宗教が言ってい

る劫難と一緒にしないでください。修煉の時間は確かに短いのです。

劫難はありませんが、修煉には終わりの日があります。真相が現れ

たら、何もかも終わってしまい、続けて修煉することもできません。

しかし、人類は存在していき、修煉は永遠に存在します。それは将

来の修煉形式になります。

弟子：常人社会の中で生活や仕事に真面目に対処し、仕事と家

庭に対して責任をもち、物事をきちんとすることが、執着と言えるの

でしょうか？

師：あなたの言っていることが間違っていると私は言えません。

しかし、あなたの話の中に、人間のものがかなりあるということも

私は否めません。なぜならば、常人社会のこれらのことをしっかり

行なう時に、佛の考えで行なうことができず、佛の考えで行なった

ら、それはできないことです。ですから、これはやはり人間の考え

です。ただ異なる次元の異なる情況の現れにすぎません。
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弟子：『轉法輪』の英訳版が読みにくいと言っているアメリカ人が

いますが、アメリカ人の中の大法の将来についてお話をいただけま

せんか？

師：皆さんに教えますが、英訳版が難しいのではなく、英訳版は

とても上手に訳されています。特にアメリカで出版された『轉法輪』

は非常に分かりやすいのです。この大法の内涵はとてつもなく深い

ので、物事をシンプルに考えるアメリカ人が読んで、難しいと感じま

した。頭を使う習慣のない若者には確かに理解しがたい部分があ

ります。在席の人の中に『轉法輪』を読んで、全ての内容をすぐに

理解できる人はいません。学べば学ぶほど難しいと感じるのです。

皆さんが知っているように、三蔵法師が西方にお経を取りに行った

時に、十一年かかり、様々な困難を経験し尽くし、帰ってから自分

で翻訳もしなければなりません。今日大法は皆さんの目の前にあり、

それでも皆さんは難しいと思っています。この翻訳が良くないと思っ

ていれば、訳しなおしてもいいのです。更に良いものに訳せばいい

のです。

　中国で一部の学習者にお願いして、この本を翻訳してもらい、英

語に翻訳してもらおうと思いました。二年の時間がかかりました。

皆さんがお互いに議論しあい、もともとの意味を少しもずれないよ

うに英語を読む人に伝えようと思っていました。彼らは大きな困難

を克服しましたが、皆さんは何も苦労せず、でき上がったものを手

にしているのに、まだ難しいと言っています。本当に問題があれば、

自分で中国語と照らし合わせて翻訳してもいいのです。ボストンに
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いるあるロシアの学習者が昨日発表した時、私も聞いていました。

彼の中国語を学ぶ過程が非常に不思議だと皆さんは思っています。

こういう現象はよく見られます。努力すれば、皆彼のようになると思

います。

　大法がアメリカ人の間で将来どうなるかということに至っては、皆

さんに教えますが、如何なる出来事も、生命がこの宇宙で行なっ

た如何なることも、その未来が見え、しかも、始まりから終わりま

で分かるのです。私が行なったこのことだけが誰もその未来を見る

ことができません。私が行なう前、全く未来はありませんでした。

将来どうなるかということに至っては、現在の人類のまま進んでいく

と、将来は人間が魔のようになり、非常に邪悪になります。もちろ

ん人間が悪くなったら、暴力による衝突や天災人災が増え、殺し合

いや争いも多くなり、業力がうねるように増えていきます。将来どう

なるのでしょうか？　非常に恐ろしくなります。修煉と大法がアメリ

カで将来どうなるかに至っては、アメリカ人が法を得る情況により

ます。

弟子：他の功法に反対する内容が大法の中にあると思っているア

メリカ人がいて、これで時々問題を起こしてしまいます。

師：皆さんに教えますが、これほど大きな法が伝えられ、この本

の中にも異なる人に対する試練があります。その人の心がどのよう

に動くのかを見ています。大法は軽 し々く人に得させるものではあり

ません。例えば、今の邪教や、偽気功は種々雑多で、たくさんあり
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ます。それらは人間を誤らせ、多くの修煉できる人は宗教のような

ものに入ってしまい、自殺したりして、乱れています。私は既に話し

ましたが、私は人間を済度しているだけではなく、これらの良くない

ものを指摘せず、それが邪なものだと皆さんに教えなければ、皆さ

んはどのように妨害されないで、専一に修煉することができるでしょ

うか？　どのように皆さんに不二法門の重要性を教えることができ

るでしょうか？　大法は軽 し々く人に得させるものではありません。

これらのことに執着していれば、妨害され、大法を得ようとしない

人がいますが、本人が得たくなければ、得なくてもいいのです。他

の法門を放下できず、専一に修煉することができない人は、圓満成

就することができず、更に大法を破壊してしまいます。彼の個人的

な感情で法を得ることができなくなったのです。大法は厳粛なもの

であり、誰でも法を得ることができるということではありません。私

たちは大法を広く伝え、縁のある人に法を得てもらうことができます。

しかし、確かに法を得ることができず、本を読むことができない人

がいます。このような人は多分障碍に遭います。障碍を突破できる

人は、まだ縁があるかもしれません。

弟子：正式に発行された何枚かの先生の法像の手印が異なって

いますが、その内涵を教えていただけませんか？

師：法会で使っているこの写真以外、手印を打っている他の写真

を発行したことはありません。手印はとても複雑で、今日私が皆さ

んに法を説くために話した言葉のように多いのです。動いている手
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印は即ち言葉です。一連の手印を打ったら、即ち法を説いたので

す。言葉で言い表すことができれば、私は今日皆さんに手印を打た

ないのです。それらの話を言ってはいけないのです。今日私が高い

次元のことを説いたと皆さんはきっとそう思っています。手印はこれ

よりどれほど次元が高いか分かりません。真相を打ち出したのです。

理解できればそれでいいのですが、できなくても、別にたいしたこ

とはありません。

弟子：私たちは法を広めるために西洋社会に来るように按排され

たのだと思いますが、将来適切な時間に東洋に帰るのでしょうか？

師：もし西洋に移民して来たのであれば、それがなぜなのか私は

何も教えることができません。今どこに行ってもいいのです。将来、

圓満成就したら東洋に戻ると言っていますが、圓満成就して、また

地球に来てどうするのですか？

弟子：腎臓移植に失敗し、腎臓を摘出された人が、縁あって法

輪功を学び、普段心性の修煉に励んでいます。今生で修煉して圓

満成就できるよう望んでいますが、機会があるでしょうか？

師：皆さんに教えますが、多くの人が手術のことに言及しました。

体のある器官が摘出されたら、まだ修煉することができるのかと言っ

ています。実は、手術はこの空間での手術であり、他の空間の身

体に少しも触れることができません。ですから、摘出されたのも表

面のこの空間にあるものです。身体の本質上のものに触れることは
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できません。つまり、他の空間では何もなくなっていません。しか

し、皆さんは確かにこの空間の身体でなければ修煉することができ

ません。もし本当に修煉の基準に到達できれば、どんな奇跡もも

たらされます。しかし、その基準に到達できなければ、何も与える

ことができません。ですから、修煉は他でもなく、厳粛なのです。

弟子：悟りましたが、それをやり遂げることができず、またはしっ

かり行なうことができなければ、それはやはり悟らなかったのでしょ

うか？

師：悟りましたが、しっかり行なうことができなかったのは、悪い

と知りつつそれでもやってしまったということです。悟っていないの

ではありません。実は私は冗談を言いました。皆さんに教えますが、

多くの人が理をはっきり分かっていながらも、関に遭う時に、やは

り心の中で放下することができません。そうではありませんか？　

そうでしょうか？（皆答えて：そうです）　なぜでしょうか？　意地の

ための人もいれば、情を放下することができない人もいます。そうで

はありませんか？　ですから、分かりながらもやってしまいました。

修煉しているのですから、いつまでもこのようにしてはならず、関を

乗り越えなければなりません。

弟子：死水に「真、善、忍」は含まれているのでしょうか？

師：宇宙は真、善、忍という特性によって構成されており、それ

がどういう概念なのかにかかわらず、ある一定の概念の中でそうい
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う情況です。他の概念になると、また違ってきます。興味本位や知

識への探求から修煉を考えてはならず、これではいけません。修煉

に専念してください。

弟子：羅漢を越えた次元まで修煉しようとすれば、衆生を普く済

度する願を立てなければならないのでしょうか？　この願を立てな

ければ、低次元に留まってしまうのではないでしょうか？

師：私はあなたの考えをこの方面に導いたこともなく、これらのこ

とを話したこともありません。どの宗教から聞いたのでしょうか？　

何の願を立てるのでしょうか？　皆さんに教えますが、皆人間の情

です。この問題が出たので、佛教徒がなぜこのように言うのかにつ

いて話します。現在の佛教は願を立てると言っていますが、それは

人為的なことではありませんか？　有為の心ではありませんか？　

求める心ではありませんか？　佛教の中で願を立てて、衆生を普く

済度すると言っていますが、この願を立てれば、佛になれると思っ

ていますが、これは冗談ではありませんか？　本当にその境地まで

修煉し、それほど多くの苦を嘗め、高くて奥深い境地に到達しては

じめて佛になれるのです。今衆生を救い済度しようと言っています

が、まだ大した次元に達していないのに、どうやって衆生を救い済

度するのでしょうか？　実は多くの佛教徒が言っている衆生を普く

済度するという話の中に、人間の情に対する執着と顕示心が含ま

れています。私の話は人間の核心を掴み取ることができます。人間

にはなぜ佛の境地における衆生を普く済度することの内涵があるの
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でしょうか？　人間が今言っている衆生を普く済度するという話は、

顕示心と複雑で一途に思う妄想による執着ではありませんか？　こ

れは人間の情と未来の現れに執着している心によるものではありま

せんか？　末法の時期に一人の佛教徒としてあなたにはそれほど高

い神聖な境地があるのでしょうか？　これはありえないことです。

　更に、衆生を普く済度することを軽 し々く語ってはならず、勝手に

行なって良いことでもありません。釈迦牟尼佛が世に下った時、ど

れほど多くの佛、道、神の許可、またどれほど更に高次元の佛、

道、神の許可を得て、はじめてやっと下りることができたのでしょう

か？　特殊な情況の他、誰も下りて来る勇気はありません。下りて

来るということは、つまり堕ちて来たということです。戻る時に、修

煉しなければなりません。誰が下りて来る勇気があるのでしょうか？　

三界は誰でも勝手に入っていいというところではありません。人類に

汚染されることはないとあなたは言っていますが、人間が肥溜めに

飛び込んだら、汚染されずに済むでしょうか？　もちろん汚染され

てしまいます。そうではありませんか？　勝手に行なうことではあり

ません。宗教の中で非常に神聖な話、佛家の言葉、神の言葉、修

煉中の言葉ですが、常人の中で軽 し々く語られています。価値がな

いように言われており、その神聖な内涵がなくなりました。

　更に、羅漢には衆生を普く済度する願望はありません。なぜで

しょうか？　羅漢は自覚覚者であり、羅漢と呼ばれています。自覚

覚者とは何でしょうか？　自分を修め、三界を出るまで達し、圓満

成就したら、勝利し解脱したと言えます。ですから、他の人を済度
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する願望または目的は全くありません。菩薩は佛に協力して、衆生

を済度することを行なっています。菩薩は自分の世界に人間を済度

すると言っていますが、菩薩は世界を持っておらず、佛の世界にい

るのです。彼女が人を済度しようとする時、佛がその人を要るかどう

かをみなければなりません。この道理ではありませんか？　佛が人

を済度する時、菩薩が佛に協力して具体的にそれを行なうのです。

こういう関係です。

弟子：私は全力で執着心を放棄することだけをして、あとは放下

できてもできなくても、師父がしてくださるのでしょうか？

師：それなら私が修煉することになるのではありませんか？　過

程はこういう過程ですが、このように理解してはいけません。

　実はあなたが問題を認識し、あってはいけない執着心を本当に

認識することができれば、その瞬間既に基準に達したのです。師

父はもちろん表面の物質を取り除いてあげます。これは師父が何か

をしたということでもありません。あなた自身が修めたからです。

弟子：どのように慈悲と無為の関係に対処すべきなのでしょうか？

師：羅漢の境地、菩薩の境地に達すると、人間の情はなく慈悲

だけです。人間は情のために生きており、つまり、人間は情の中に

漬かっていて、情を振り切ることができません。情から抜け出すこ

とができなければ、修煉することもできず、向上することができま

せん。無為に至っては、これは修煉の中の要求の一つです。もし宇
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宙の中で相当高い境地に達したら、次のような状態が現れることが

あります。つまり、何でも知っていますが、何もやりたくはありませ

ん。おもちゃで遊ぶよりも簡単に何でもできます。非常に賢い大学

生にいくつかの簡単なブロックで遊ばせたら、遊びたいでしょうか。

遊びたくはありません。一目瞭然で、いくつかのブロックにすぎず、

何が面白いのでしょうか？　触ろうともしません。修煉の中で無為

を説いていますが、あなたが業を作らないようにするためです。情

にとらわれず、無為の基準に達することができれば、既に慈悲の境

地にいます。

弟子：私はある雑誌の非常勤の編集者です。法を広めるために

『轉法輪』を掲載したいと思いますが、紙面の関係で、いくつかの

部分を抜粋することしかできません。

師：これは良くないことです。一つは、あなたたちの雑誌にはど

んな内容もあるので、法をそこに載せるのは適切ではありません。

更に、こういう抜粋は断片的に意味をとっているということであり、

人に理解されず、それらのいわゆる文人に借用され、人間の何かの

ものとされてしまう恐れがあります。ですから、くれぐれもこのよう

なことをしないでください。部分的に切り取るようなことをしないで

ください。

弟子：古い学習者が煉功点に行かなくても、これは正常なことだ

と先生はおっしゃいました。彼らがこの環境に行って修煉するように
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先生はなぜ勧められないのでしょうか？

師：あなたが考えているほど簡単ではありません。皆さん知って

いるでしょうか？　私は皆さんを済度するために、皆さんのこれら

のことまで配慮しなければなりません。つまり、異なる境地の人、

異なる状態の人に煉功点に行かせたら、彼は非常につらいのです。

皆さんが言ったこと、行なったことは彼にとってつまらなく、たまら

ないことです。本当にそうなります。この状態ではありませんが、た

だ外に出たくない人なら、私が思うには、改めるべきです。外に出

て煉功するのは皆さんにとって有益なのです。もし仕事で本当に時

間がなければ、それは大丈夫です。それなら好きなようにすればよ

いのです。

　もちろん中国でこのようなことがあります。中国の学習者は朝晩

外で煉功しています。朝四時と夜六時ご飯を食べてから、皆と一緒

に外で煉功しています。一日二回煉功します。彼らはこのように煉

功するのが非常に良いと感じました。しかし、海外で多くの地区の

学習者は様々な口実をもってこのように煉功していません。皆さんに

教えますが、皆さんは私が功を伝えたように行なえば、悪いところ

はなく、良いことしかありません。忙しくて時間がないと言っていま

すが、実は皆さんは睡眠をしっかりとれないことを心配しています。

皆さんは考えたことがあるのでしょうか？　修煉は最も良い休息で

す。あなたが睡眠で得られない休息を得ることができます。煉功し

て疲れて、今日何もできないと言っている人はいません。煉功で身

体中が楽になり、一晩寝ていなくても眠くなく、元気いっぱいだと
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いうことはあります。一日仕事をしても全く何もなかったかのようで

す。そうではありませんか？　ですから、時間がないとか、他の口

実を作って外で煉功しない人は、私に言わせると、法に対する理解

が浅く、精進の気持ちが足りないのです。もちろん、古い学習者の

その状態とは厳格な区別があります。しかし、その状態に達してい

ないのに、それを口実にして外に出ないのは正しくありません。修

煉はつまり自分を修めることであり、他人をごまかすのは、つまり自

分をごまかすことです。

弟子：高次元には飛行機がとっくに存在していますが、高次元の

人は飛ぶことができるのではありませんか？　なぜ飛行機を使って

いるのでしょうか？

師：皆さんに話したことがありますが、異なる空間において、天

上には至るところに佛や神がいるのではありません。生命と生命の

間に大きな差異があります。人類のようなところもありますが、非常

に少ないのです。しかし、宇宙人のような生命がいるところも非常

に多いのです。彼らが飛ぶ時は飛行物体に乗るのです。私は皆さん

にこれを話して、皆さんの考えをそちらのほうに、つまり好奇心のほ

うに導いてはいけません。生命は非常に複雑で、どのような世界も

あり、宇宙は非常に繁雑なのです。今地球に白人、黄色人種、黒

人がいますが、向こうの空間では緑、青、柄模様の人種までありま

す。多種多様で何でもあります。あなたが想像するような問題では

なく、人間の考えでこれ以上これらのことを考えないでください。
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弟子：法輪功は緩やかな管理体制をとっていますが、有形の組

織とどういう関係なのでしょうか？

師：緩やかな管理体制で、有形の組織構造はありません。来た

ければ来て良いのですが、来たくなければ帰っても良いのであっ

て、名簿もありません。人間の表面において、誰もあなたが誰なの

かを知りません。このようなことではありませんか？　皆自分の意志

に基づいて学んでいます。皆師父がどこに行ったのかを聞いて、法

を聞きに来たのではありませんか？　私は皆さんがアメリカに法を

聞きに来るように動員しなかったでしょう。全くそういうことはありま

せん。修煉してもしなくても自分の意志によって決めます。一旦常人

の中の管理方式になれば、どんな常人の心も湧いてきます。修煉

できなくなるほど執着してしまい、法を乱してしまう恐れがあります。

弟子：「佛性に漏れ無し」の「漏れ無し」とは何を指しますか？

師：「漏れ無し」とは以前の佛教の中の禅語の一つです。つまり

佛教の中の修煉の言葉です。たとえば、人間に七情六欲や各種の

執着心がありますが、皆情によってもたらされたものです。嫉妬心、

顕示心、怨みの心などたくさんあります。どの心も取り除かなけれ

ばならず、どの心も取り除かれていなければ、即ち漏れが有るとい

うことになります。漏れが有れば、圓満成就することができません。

漏れが無くなるまで修煉しなければなりません。どの心もなくなり、

本当に漏れが無くなるまで修煉して、はじめて本当に圓満成就する

ことができます。
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弟子：毎回の新宇宙が極めて極めて次元の高い大覚者たちによっ

て新たに建て直された後、「真、善、忍」という特性は変わるので

しょうか？

師：こういう問題はこれからもう出さないでください。考えてもい

けません。「真、善、忍」の特性は永遠に変わらないのです。法は

変わらないため、中の生命と物質が変化したと量ることができるの

です。

弟子：法輪功の音楽は煉功者を入静させるほか、特別な何かが

あるのでしょうか……？

師：主な目的は人をできるだけ速く入静させるためです。音楽を

聞いている時は、常人の中での競い合いや、くだらないこと、ビジ

ネスの良し悪し、稼いだお金のことを考えなくなります。それでこう

いう方法を採りました。音楽の方法で一念をもって万念にとって代

わります。音楽の背後に大法の内涵も加えられているので、聞けば

聞くほど聞きたくなり、気持ち良くなります。

弟子：坐禅をする時、同時に先生の説法を聞いてもよろしいでしょ

うか？

師：私の説法を聞いていたらどのように入静するのでしょうか？　

あなたの脳細胞が活発に動いて法を聞いているのではありません

か？　ですから、入静することができません。法を聞く時には法を

聞くことだけにしましょう。
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弟子：修煉者が一人増えれば、先生がその分多くの苦を嘗めな

ければならないと先生はおっしゃいました。それを聞いてとてもつら

いのです。なぜならば、私の紹介によって多くの人が修煉を始めた

からです。

師：このことを考えるのではないかと私は思ったのです。このよう

に考えないでください。私には私の方法があり、皆さんはこれらの

ことに構わないでください。ひたすら修煉すればよいのです。修煉

の道に導いた人が多ければ多いほど、あなたは無量の功徳を積ん

だのです。師父を手伝って法を伝えているのと同じです。皆さんの

考えは本当に活発で、そこまで考えています。修煉の人が一人増え

たら、私はその分苦労しなければなりません。しかし、私の苦労は

皆さんが想像しているような方式ではありません。私にこれらのこと

をする多くの法身があります。

弟子：坐禅をしている時や夢の中で、空中を飛んでいると感じま

したが、黄色い服を着ている佛家の生命を一度も見なかったので

す。私は本当に見えたのでしょうか？

師：実は見えたのです。なぜ佛家の生命がいないかというと、あ

なたが違うところに行ったからです。私が思うには、これらのことが

見えたら見えたで、深く考えないでください。心を修煉に用いてくだ

さい。必ずこのようにしてください。

弟子：上の空間の神は現代人を人間としてみなしていませんが、



90

今の人が人間になるべき生命ではないと先生は昨日おっしゃいまし

た。

師：今日の人類は確かに非常に腐敗堕落しており、神にまで見捨

てられました。全ての宗教に見守ってくれる神はいません。なぜな

らば、神は人間があまりにも腐敗堕落したのを見て、人間を人間と

してみなしていないからです。しかし、あなたがどこから来た生命な

のかということと、あなたを済度するかどうかということは、別のこ

とです。私には如何なる生命にも知られていないことがあり、私の

やり方が彼らのやり方と同じだと私は言っていません。私が行なっ

ているこのことに更に大きな意義があります。人類社会は存在し続

けますが、修煉によって良くなる生命、圓満成就できる生命は異な

る次元の天国世界に行きます。圓満成就できない生命も、当初の

人類の基準に達することができれば、次の文明時期の人類になりま

す。

弟子：先生が「実証する」という経文の中で、「大法が正しいもの

で、真の科学であることを実証し……」とおっしゃいましたが、私

たちはどのように実証すべきなのでしょうか？

師：皆さんは知識を持っており、私たちのことをよく知らない人ま

たは悪く言っている人に対して、あなたの体験、知識、実際の仕事

の中の成果をもって実証することができます。

弟子：私はポーランド人です。ポーランドで法を広めたいのですが、
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いつポーランド語の資料ができるのでしょうか？　私はどのように手

伝えばよいのでしょうか？

師：ポーランドにも華人がおり、その中に修煉している人もいます。

しかし、ポーランド語に訳されていません。機縁によります。必ず

私たちの弟子が翻訳して、はじめてできるのです。他の人が翻訳し

ても、翻訳しにくいのです。私もあなたと同じ気持ちで、ポーランド

語の『轉法輪』が早くできればと思っています。もしあなたが翻訳

することができれば、それはとても良いことです。

弟子：他の人に『轉法輪』を紹介するときに、どこまで話せばい

いのかをうまく判断することができず、知らないうちに次元の高い話

をしてしまい、かえって信じられないと思われてしまいました。

師：そうです。皆さんはくれぐれもこのことに気をつけてください。

あなたの認識からまだ法を学んでいない人に紹介しないでくださ

い。相手を驚かせてしまいます。知らないうちに、あなたは既に次

元の非常に高い話をしてしまい、それはあなたの境地であり、あな

たは更に次元の高いことを話していませんが、あなたの話の内涵に

既に含まれています。それを彼の表面の考えは受け取ることができ

ませんが、他の空間の考えはそれを受け取ったので、耐えられなく

なります。ですから、他の人に紹介する時、必ず『轉法輪』の最も

低い、最も表面にある理を話してください。どのように良い人間にな

るのか、どのように次元を向上させることができるのかなどの簡単

な理を話せば良いのです。まさにある人を学校に行かせることと同
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じように、あなたは大学の理を説いていますが、彼は小学校にまだ

行っていません。彼はすぐ「聞いても分からないから、私は勉強で

きません」と言うのです。この道理ではありませんか？

弟子：足がなく（片足だけ）、手もなく（片手だけ）ですので、足

を組むことができず、動作をすることもできませんが、どのように修

煉するのでしょうか？

師：私は話したことがありますが、大法を修めることは厳粛なこ

とです。私がここで法を伝えたのは、人々が修煉することができる

ようにするためです。つまり、修煉できる人のためです。しかし、人

の心を重んじています。手も足もありませんが、修煉する心があれ

ば、片足、片手で動作をしても奇跡が現れると思います。肝心なの

は、人の心です。

弟子：坐禅して定に入った時、意識上、この身体はもうなくなっ

たと感じました。しかし、光と音の存在を感じています。どのよう

に続けて修煉するのでしょうか？

師：入静した時にこのようにあのように、何かの状態に入るとあ

なたに教えたことはありません。こういうことはありません。心に重

きを置いた修煉こそ、根本なのです。どんなことに執着しても、あ

なたを高い境地まで向上させることができず、相当大きな局限性を

もたらすほかありません。無為こそが大法です。何かが見えたりす

ることに至っては、これは正常な現象であり、何かの声が聞こえる
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のも、正常なことです。それを気にせず、執着もしないでください。

弟子：元神が身体から離れる時は、何も考えずに飛べばいいの

でしょうか？　もう少し高く美しく飛ぶようにと考えてもいいでしょう

か？　または姿勢を変えて、例えば横たわる姿勢から座る姿勢や、

うつむく姿勢などに変えてもいいでしょうか……

師：飛ぶことができれば、飛べばよいのです。横になって飛ぶの

か、座って飛ぶのか、どのように飛んでも、好きなようにすればよ

いのです。しかし、それを面白いこととしないでください。何かの

パフォーマンスをしてくださいと私に言う人がいますが、私が何を披

露しても、あなたは人間の考えでそれに対処し、笑ってしまいます。

あなたには佛法神通の本当の偉大な意義が見えません。ですから、

このようにしてはいけません。このようにすることができても、それ

を普通の面白いこととしないでください。

弟子：元神が身体から離れた時、元々高く遠く飛ぶことができた

のに、最近突然高く飛べなくなったのですが？

師：あなたが執着したからかもしれません。修煉の中であなたを

いつも同じ状態にいさせてはいけません。もし元神が頻繁に身体か

ら離れ、あなたの修煉に影響してしまったら、それではいけません。

あなたの修煉と次元の向上こそ最も重要なことです。

弟子：私は法輪大法に対して敬服し五体投地していますが、毎日
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あなたの法像の前に果物を供えるべきだと言っている人がいます。

師：神はこの世で人を済度する時、実はものを食べていますが、

人間のものは食べません。何を食べているのでしょうか？　皆さん

が知っているように、如何なる物体にもそれと別の空間での存在が

あると私は言ったことがあります。神はあなたが供える食べ物の別

空間でのものを食べています。皆さんは弟子であり、私は師父なの

で、もちろん、私は遠慮しません。あなたが食事をする時、ご飯を

並べると、他の空間では既に持っていかれました。それらの有形

のものに至っては、このようにするようにと私は教えていません。し

かし、あなたにこういう気持ちがあって、どうしてもやりたいのであ

れば、私も反対しません。それはあなたの気持ちです。私に叩頭す

る人がいますが、私に叩頭しなくても修煉が良くできていれば、あ

なたを見るだけで私はとても喜んでいます。毎日叩頭していますが、

修煉が良くできていなければ、あなたを見てとてもつらい思いをしま

す。こういう道理ではありませんか？　それは形式だけですが、あ

なたの気持ちの表れでもあります。

弟子：何かのことに悩んでいる時、一生懸命考えれば、ある答え

を想像して出すことができます。時に頭の中に画面が浮かんできま

すが、これは良いことか、或いは悪いことでしょうか？

師：これはあなたが常人のことをするときによく現れる現象です。

常人の問題を考えるときにいつも現れる状態です。もし修煉して法

を学ぶときでもこのようにしたら、少なくともこれは法に対する執着
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だと私は思います。仕事または生活の中の問題を考えるのは仕事の

範疇ですが、修煉と区別すべきです。修煉のときはそれを放下して、

何も考えないようにしてください。仕事のときには仕事に没頭すれば

大丈夫です。画面や答えが現れるのは一種の功能の現れです。

弟子：頭はいつも空っぽで、何も考えていないという状態は、禅

宗の空とどういう区別があるのでしょうか？

師：これは大きな区別があります。いくら空っぽになっていても、

自分の意識を失ってはならず、これは私たちが言っている空です。

これに対し、禅宗の空は何もかも無くなり、何も分からなくなり、

修煉しているのが自分自身ではなく、本人は煉功しておらず、ただ

静止しているだけです。ですから、禅宗の場合、他の人、即ち副元

神が修煉しているのです。

弟子：先生が昨日話された「現在の地球にいる人は皆人間になる

べき人ではない。」という話をよく理解できないのですが？

師：これは人間の最も表面の殻から言わなければなりません。現

在の人類（もちろん皆さんのことではなく、皆さんは修煉しています）

は、十悪を揃えた社会ですが、皆いわれのある人であり、つまりこ

ういう関係です。本当の人類、つまり以前の人間は、皆他の空間に

います。つまりあの世にいます。戦争で亡くなってから相次いであの

世に行って、上の次元に転生していません。皆現在、いわれがある

これらの生命によって取って替わられ、人類になったのです。しか
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し、誰が来ても、人間と同じように迷わされ、同時に人類社会の

腐敗堕落とともに堕落してしまいます。つまりこういう関係です。大

胆に思い切って下りて来たものだけが、これほど次元の高く深い法

を聞くことができます。しかし、全て法を得に来たのではなく、破

壊しに来た人もいます。ですから、皆人間になるべきではない人だ

と言いました。しかし、全て修煉しに来たのでもなく、大法を専ら

破壊するために来た人もいます。このような人は地獄に打ち落とさ

れるのです。更に、既にだめになり、法を得ることのできない人も

います。法を得る資格のない人もいます。

弟子：私はデンマークから来た者で、カリフォルニア州で運良く

法を得ることができました。私はデンマークに戻って法を広めるべ

きなのでしょうか？　私はこの責任を負うことができないのではな

いかと心配しています。

師：これらのことを考えなくてもよいのです。他の人に法を広める

ときに、多くの人は「この本はとても素晴らしい」と友達に勧めて、

その友達は「そうですか、じゃ読んでみましょう」と言って、このよ

うに知らないうちに法を得るのです。皆とても簡単だったのです。簡

単ではありますが、偶然ではありません。もちろん、あることに気

をつけるべきです。「私がこんなに素晴らしいと思っているのに、あ

なたはなぜ学ばないの」と言ってはいけません。このように言うと、

相手は「時間がないから、学ばない」、または「私は良いとは思って

いない」と言ってしまうかもしれません。無理やり相手に学ばせるこ
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とは間違いです。なぜ間違っているのでしょうか？　あなたは強制

的に、無理強いで相手に法を得てもらいたいと思っているからです。

無理強いしてはならず、本人の心が動かなければ、決して法を与え

てはいけません。本人の心が動かなければなりません。言い換え

れば、この法を得る資格のある人だけが、はじめて読むことができ

るようになります。この道理ではありませんか？

弟子：「功が開き悟りが開く直前に、自分の功の十分の八をもぎ

取って、心性の基準までもぎ取ってしまう」ということをどのように

理解したらよいでしょうか？

師：この理について既に話したことがあります。あなたの功をもぎ

取る目的はあなたを圓満成就させるためです。圓満成就とは何でしょ

うか？　基準に達するまで自らを修め、あなたの功と福徳もすべて

圓満されるということです。佛はほしいものを何でも手に入れること

ができ、どんな能力も備わっていますが、この全てはどのようにで

きたのでしょうか？　あなたは自分が払った心血、つまり心性ととも

に存在している威徳「功」によって構成され、圓満されるのです。

この全てがなければ天に昇ることができません。皆さんが知ってい

るように、佛体の周りに一つの輪があります。古い廟の中で描かれ

た佛は皆月の中に座っているようです。実はそれは他でもなく、佛

自身の世界です。この世界を圓満させなければならず、それを圓満

させなければあなたには何もないのです。功だけがあって、他に何

もありません。これは佛とはいえません。人を救い済度するなどの



98

良いことをしたくても、自分の世界を持っていません。必ず備わるよ

うになり、自分の世界を持つようになってからはじめて、ほしいもの

を何でも手に入れるようになります。

弟子：心性の向上は今日のような大法交流会がなければ、私は

得られないと考えていますが、これは正常でしょうか？

師：交流会は学習者を向上させ、学習者を促進させる上で確かに

大いに役立っています。同時に法を広めることもできます。この形

式は非常に素晴らしいのです。このようにすべきだと思います。確

かに精進していない人に、他人との差を気付かせ、追いつくように

させることができます。しかし、交流会を開かなければ、法を得ら

れないと言うならば、それは正しくありません。法があるから、勉

強することができます。法会は法を広め、促進の作用を働くことが

でき、確かに法会を通じて法を得た人もいます。

弟子：今のこの時期、異なる次元の空間の神もこの法を学んでい

ると先生がおっしゃいましたが、これらの次元の中の高級生命が学

んでいる経文は、私たちが読んでいる経文と同じなのでしょうか？

師：絶対同じではありません。異なる次元に異なる法があります。

この白い紙にある黒い字は人間に見せるためのもので、同じ法が異

なる次元になると、その文字と内涵まで完全に異なります。

弟子：魔や鬼がこの世に転生し、この世を乱しに来た時、高級



99

生命はなぜ地獄の鬼の転生を許したのでしょうか？

師：鬼は皆地獄にいるわけではありません。異なる次元に異なる

次元の魔がいます。相生相克によって存在しているものもいれば、

人間の業力が大きいためやって来たものもいます。また、法を乱す

ためにやって来た旧い腐敗勢力もいます。

弟子：去年キリスト教の洗礼を受けましたが、今法輪大法こそが

本当の大法だと分かり、法輪大法を修煉することを決意しました。

両者の間にどういう矛盾があるのでしょうか。

師：ありません。洗礼は人間が行なっている表面的なことであり、

神が行なっているのではありません。神は人の心を見ており、人間

の如何なる形式も認めていないと私は言いました。

弟子：宇宙に成、住、壊があるとおっしゃいましたが、なぜ壊滅

してしまうのでしょうか？

師：知っての通り、食物はなぜ腐ってしまうのでしょうか？　人

間はなぜ老いてしまうのでしょうか？　鉄はなぜ錆びてしまうので

しょうか？　石までも風化してしまいます。つまりこういう意味です。

ただ、宇宙の壊は更に長い時間がかかります。時間の長さが違い、

相当長いのです。人間にとって不可思議であり、壊滅することなく

永遠に存在しているように感じます。

弟子：この二カ月来、魔の妨害から抜け出すことができず、下品
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な言葉が聞こえ、夢の中や日常生活の中で、良くない信息に妨害さ

れています。

師：本を多く読めば、どんな問題も解決されます。先ほど本を多

く読むようにと言いましたが、私が言ったこの話の内涵を理解でき

ないかもしれません。この本は万能でできないことは何もないので

す。自分の主意識を強めると同時に、思想の中の業力を消している

のです。この情況が現れた人の多くは、思想業力が割合重い人であ

り、主意識を強めることに特に力を入れるべきです！

弟子：自分一人で本を読んでも煉功しても問題はありませんが、

煉功点に行くと、政治を学習しているような気がします。

師：多分心の中で政治を学習することに対する反感、抵抗の心

理が強すぎるからではありませんか？　形式の問題ではなく、内涵

を重視すべきです。これも強い執着ではありませんか？　反抗心で

はありませんか？

弟子：法輪大法の簡単な紹介を出版物に掲載するのは大法の一

部から意味をとっていることなのでしょうか？

師：この「紹介」は私の法から抜粋したものではなく、ただの「紹

介」であれば、大法の一部から意味を取ることにはなりません。つ

まり私のこの法を概括的に紹介しています。以前このことをしたこと

があり、行う度に非常に厳粛にやっていました。皆何度も何度も熟

慮してから行なったのです。
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弟子：寂しさは修煉にとって最も危険な敵であるということを、ど

のように理解すべきでしょうか？

師：寂しさは人の全てを台無しにしてしまうということを皆さんは

知らないのです。以前の和尚は修煉の中で何を頼りにしていたので

しょうか？　なぜ圓満成就することができるのでしょうか？　和尚

にとっての最大の苦しみは他でもなく寂しさなのです。和尚はどうい

う苦を嘗めていたのでしょうか？　耐え難い寂しさです。以前山に

入って道を修めた人はなぜ道を得ることができたのでしょうか？　

世の人々は栄耀栄華を享受しています。そうではない人、お金のな

い人は少なくとも親戚や友人がいて、この世での楽しみがあります。

山の中で一人苦しく修煉して、人と接触していない耐え難い寂しさ

は、人間の多くの執着心と各種の欲望を削り取ることができます。

もちろん、私たちはこの道を歩んでおらず、私たちは人心をまっすぐ

に指し、最も速い道を歩みます。数十年練磨したとしても、間に合

わないと私は思います。

弟子：精神病患者は講習会に入ってはいけませんが、妄想症、

強迫神経症、恐怖症などの患者も精神病患者に当たるのでしょう

か？

師：実は皆さんに教えますが、人類が言っている精神病は私の

理解とは違います。私が言っている精神病は主元神が身体を司ら

ず、如何なる外来の信息や生命も彼をあれこれするように制御する

ことができます。人間の業力も彼にあれこれするように制御するこ
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とができます。業力は彼の頭の中で人を罵らせたり、悪いことをさ

せたりすることができます。人はこのような人を精神病患者と言って

います。精神病患者には傷やウイルスが全くなく、どうして病気と言

えるのでしょうか？　これは人間の異常現象にすぎません。しかし、

私たちの大法は人間を済度するためのものであり、主元神を修煉さ

せています。主元神が何も決めることができなければ、法を誰に与

えればよいのですか？　ですから、そういう人を来させないようにし

ています。彼を支配しているのは業力や憑き物であり、彼の業力や

憑き物を済度してよいのでしょうか？　つまりそういう関係です。し

かも、「法輪功をやって気が狂った」と言われ、私たちに大きな損

失をもたらす恐れがあります。

弟子：恋愛をすると、多くの執着が生じますが、彼と別れたほう

が良いのでしょうか？　それとも自然に任せて、結婚して子供を生

んだほうが良いのでしょうか？

師：実は私は既に話しましたが、人類はこれからも続いていかな

ければなりません。もし今日の大法弟子が一億人ではなく、数十億

人であれば、深刻な問題になるのではありませんか？　こういうこと

ではありませんか？　最大限に常人に符合して行なうようにと教え

ていますが、実は皆さんはこのようにすることができ、ただ自分に

対して必要以上に要求しているだけです。もちろん、自分に厳しく要

求することに私も反対はしませんが、できるだけ常人に符合して行

なったほうが良いと思います。人為的に行なってしまえば、社会が
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私たちを理解することができなくなり、法が損失を蒙ってしまいか

ねません。また、その境地に達することができなければ、あなたに

はその心を無理に我慢する苦痛まで現れます。本当にその境地に達

していれば、私は反対しませんが、その境地の基準にまだ達してい

ない人は、できるだけ自然に任せたほうがいいと思います。

　この関係を正しく扱いましょう。本当にあなたの情を全て取り除

いたら、あなたは本当に恋愛することができなくなります。しかし、

この状態に達するまで、やはり人類の状態に従って行なってくださ

い。あなたが結婚したから、堕ちてしまうということも決してありま

せん。こういうことはありません。

弟子：もし前世が動物であれば、今生の修煉で世間法から出る

ことができるのでしょうか？

師：例を挙げましょう。ある人は非常に高い次元からやって来て

いるかもしれませんが、毎回の転生は必ずしも人間になるとは限り

ません。これになったり、あれになったり、ここまで転生してはじめ

て人間になったのです。人間になる前、動物に転生したことがあり

ますが、あなたが動物であると言ってはいけません。六道輪廻の中

にいるだけであって、本当の生命が何なのかが最も大事なのです。

弟子：本を読み、法を勉強するときに何かを悟ったこともあれば、

二、三回読んでも何も悟らないときもあるのですが？

師：意識的に何かを悟ろうとすれば、きっと何も悟ることができ
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ません。この本を手にとってただ読めば良いのです。これは「求め

ずとも自ずから得る」ということです。昨日も言いましたが、何かの

問題にぶつかったら、それと関係のある部分を探して読もうとしな

いでください。その部分を見つけることはできません。多くの場合は

「求めずとも自ずから得る」ということなので、本を手にとってめくっ

てみれば、きっとあなたが読みたいところが出てきます。このように

話したら、「じゃ、これから本を読む時に気の向くままにめくればよ

い」と思ってしまう人が出てきます。これもまた執着であり、その部

分の内容は出てきません。これも求めがあって行なっているのであっ

て、ただ形を変えただけです。

弟子：私たちはあなたと法輪大法を固く信じていますが、最近大

陸でいくらかの厄介なことが起きたそうです。どのように対処すべき

なのでしょうか？

師：私が法を伝え始めたその日から、厄介なことが絶えませんで

した。なぜでしょうか？　正法が伝わってきたら、邪なものに妨害

されず、または誰もが理解することができれば、これは人間のもの

と同じレベルのものになります。そうではありませんか？　それなら、

人間を済度することができなくなります。理解できない人がいるた

め、または邪なものはこれが正法だとみて、妨害してきます。この

法が伝わってきましたが、この世でどのように伝わっているのか、

どのように人間を済度しているのか、妨害に遭った時、大法と私が

どのように行なったのか、正しく歩んだかどうかは、極めて重要な



105

ことです。これは法が正しいかどうか、人間を済度することができ

るかどうかのことに直接関係しています。この道理ではありません

か？　ですから、厄介なことは絶えませんでした。私たちの一歩一

歩は皆正しく歩み、ひいては少しでも間違いを見つけたら手段を選

ばずに攻撃しようとする人も、私たちの誤りを見つけられなかったの

です。私たちはこの上なく正しく歩んで来ました。ですから、このよ

うに歩んで来ました。このように様々な試練の中で私たちの威徳を

築き上げたからこそ、後世の人々に伝えるもの、教えることができる

ものがあり、様々な魔難を乗り越えて来たから、教訓と経験を後の

人に残すことができます。これで、はじめて威徳が備わるようになり

ました。そうではありませんか？

弟子：常人の中で修煉するとき、できるだけ常人の状態と符合し

ながら修煉するようにと師父はおっしゃいましたが、アメリカで法を

広めるときに登録した機構がないので、何かをする時に不便です。

師：アメリカで大法学会を登録しました。しかし、この学会を常

人の中の仕事として運営してはいけません。この学会は法のために

合法的な煉功の環境を作り、皆さんの合法的な修煉を保障してい

るだけです。これだけです。決してそれ自体を仕事としてやってはい

けません。私は大道無形と言いましたので、心を如何なる仕事のた

めに使ってもいけません。今日のこの法会も、修煉と結び付けて行

なわれたのであって、学習者から料金を徴収しておらずボランティア

によって行なわれています。しかしそれは宗教ではありません。
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弟子：私は一人暮らしをしており、他の人との接触も少なく、家族

は皆中国国内にいます。時間があれば、家で法を勉強しています

が、この修煉環境は……。

師：どのように修煉しても大丈夫です。ただ心の中で時々刻々自

分を修煉者としてみなし、勉強し煉功していれば、取り残されてしま

うことはありません。外に出て修煉したほうがなおさら良いのです。

弟子：人間の修煉の全過程において、ずっと各種の信息の妨害

を取り除かなければならないのでしょうか？

師：もし煉功の時に本当に何かの声が聞こえたり、または頭の中

に何かの信息が現れ、あなたを妨害する念があったりすると、それ

を排除しなければならず、強いものであれば、それを第三者、他の

人の考えとみなし、あなたとは関係がないと思ってください。なぜ

このようにあなたに教えるのでしょうか？　あなたのものであれば、

あなたの言うとおりになります。あなたの腕と足、手と口はあなたが

思うままに動かすことができます。なぜでしょうか？　それはあなた

のものだからです。入定する時、どうしても静かにならないその考

えは、静かになりなさいとあなたが命令すればするほど、静かにな

らないのです。それはあなたなのでしょうか？　それが自分だと認

めてよいのでしょうか？　それはあなたが後天で形成した観念と業

力です。ですから、あなたはそれを第三者としてみればよいのです。

勝手に考えなさい。私はあなたが考えるのをみてみると思えばよい

のです。そこから抜け出て、はっきりと見分けることができれば、そ
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れらのものと一線を画したことになります。真の自分を見つけること

も修煉です。このようにすれば、それをすぐに消滅させることがで

きます。本当にそれが自分ではないとわきまえることができれば、

観念と業力が恐れてしまい、まもなく消滅されてしまうのです。

弟子：『轉法輪』は後世の人に残すためのものであり、中に先生

の写真がありますが、また将来の人々が先生の姿かたちを知ること

はないとおっしゃいました。

師：『轉法輪』は後世の人に残すためのものではなく、未来の人

は『轉法輪』の存在を知らないのです。私は高い次元の法を説き、

多くの天機を漏らしましたが、法を聞く人が将来本当に圓満成就し

たら、神だけに教えたことになるのではありませんか？　人間はや

はり法を知らないのです。ですから、私は皆さんにこのように教え

たのです。皆圓満成就できるように望んでいます。

　本のことに至っては、非常に簡単に処理されます。ある時に文字

が全て消え、白紙にすることができます。

弟子：行や文が漏れた『轉法輪』を、どのように扱うべきでしょ

うか？

師：海賊版の『轉法輪』にこのようなことが多くあります。皆さ

んくれぐれも気をつけてください。字や行の漏れたところがあれば、

手書きで補ってください。今後このような字や行の漏れている本が

あれば、買わないでください。つまり、写真製版の本を買ってもよ
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いのですが、製版し直した本を決して買ってはいけません。

弟子：気功の各門各派をやったことがある学習者は、大法を宣

伝する時に以前何をやったかをまず紹介し、学習者を引き付けてい

ます。

師：このような常人の心のある人が私たちの中にいます。しかし、

この人が悪いと言ってはいけません。この二、三日の発表の中で、

自分の以前のことをいつも口にしている人がいます。しかし、全体

からみれば、皆さんが発表した内容はとても良かったのです。ただ

常人の心が現れた人がいるだけです。大法を広める時、以前学ん

だものを全く口にしてはいけません。なぜならば、あなたは既にそ

れらのものと縁を切ったのであって、もうあなたのものではなくなり、

あなたが得ようとするものでもありません。今また口にしたら、二つ

の法門または多くの法門を宣伝することになるのではありませんか？

弟子：輔導站がお金を貯蓄してはならないという規定について、

もう一回ご説明をお願いします。アメリカという商業社会では、何

をしてもお金がかかるのです。

師：皆さんに教えますが、輔導站はお金を決して貯蓄してはなら

ないという規則を誰も変えてはなりません。例えば、今本を売った

から残ったお金を何かのことに使ったら、お金を使っていないよう

にみえますが、やはり使ったのです。このまま続くと、きりがないの

です。これで財物を貯えることになります。実は皆さんに教えます
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が、私たちが法を広める時、小額のお金の場合、能力のある学習

者は払ってくれると思います。今日のこの大きな会場もある学習者

が一人で払ったのです。皆さんに法を得てもらうために、良いことを

しました。彼は更に多くのものを得るかもしれません。しかし、私は

くれぐれも道を正しく歩まなければならない、という意味を言ってい

るだけです。必ずこの道を正しく歩んでください。

弟子：次元が高ければ高いほど、本源物質に近いのでしょう

か？　これで天女が花を散らすときに菩薩の身体を通り抜けられる

が、羅漢の身体を通り抜けられないという説明がつきました。

師：この意味ではありません。あなたが言っているのは物質の差

異であり、私が言っているのは境地と果位の差異です。もちろん、

果位の差異によってあなたの身体の顆粒に差異がもたらされるのは

間違いのないことです。しかし、顆粒の差異は前提条件ではなく、

心性の高さ、果位の高さこそが前提条件なのです。

　今日の質問はほぼ終わりました。新しい学習者は法を多く読むべ

きです。学びたければ、修煉したければ、本を読んでください。私

たちは得難い法会を開いたので、初級的なものを説いたら、今回

の法会は無駄になり、皆さんは聞くべき内容が聞けなくなります。

法会を開く目的は皆さんが更に速く向上し、一日も早く圓満成就で

きるようにするためです。同時に法を更に広め、多くの人に法を得て

もらうようにするためです。ですから、今回の法会の後、皆さんは
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大きく向上すると思います。同時に、まだ法を得ていない多くの人々

に、法を得てもらうようにすべきです。皆さんに教えますが、白人、

他の人種の中に済度できる多くの人がまだ法を得ていません。もち

ろん、皆さんに強制的にこれらのことをさせませんが、できる程度

まで行なってください。法は縁のある人を済度しており、私たちは

善を勧めることしかできず、無理強いで相手に修煉させることはで

きません。こういうことです。皆さんが更に速く向上し、一日でも早

く圓満成就できるよう期待しています。


